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          平成２９年土佐清水市議会定例会３月会議会議録 

第１日（平成２９年 ３月 ６日 月曜日） 

～～～～・～～～～・～～～～ 

議事日程 

 日程第１ 審議期間の決定 

 日程第２ 仮議長の選任を議長に委任するの件 

 日程第３ 会議録署名議員の指名 

 日程第４ 報告第 ３号 専決処分した事件の報告について（土佐清水市駐車場設置条例の 

             一部を改正する条例の制定について） 

      報告第 ４号 専決処分した事件の報告について（土佐清水市個人情報保護条例 

             等の一部を改正する条例の制定について） 

      報告第 ５号 専決処分した事件の報告について（土佐清水市個人番号の利用及 

             び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定 

             について） 

      議案第 ４号 平成２８年度土佐清水市一般会計補正予算（第７号）について 

      議案第 ５号 平成２８年度土佐清水市国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

             ３号）について 

      議案第 ６号 平成２８年度土佐清水市指定介護老人福祉施設事業特別会計補正 

             予算（第３号）について 

      議案第 ７号 平成２８年度土佐清水市介護サービス事業特別会計補正予算（第 

             ２号）について 

      議案第 ８号 平成２８年度土佐清水市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１ 

             号）について 

      議案第 ９号 平成２８年度土佐清水市水道事業会計補正予算（第１号）につい 

             て 

      議案第１０号 平成２９年度土佐清水市一般会計予算について 

      議案第１１号 平成２９年度土佐清水市国民健康保険事業特別会計予算について 

      議案第１２号 平成２９年度土佐清水市介護保険特別会計予算について 

      議案第１３号 平成２９年度土佐清水市指定介護老人福祉施設事業特別会計予算 

             について 

      議案第１４号 平成２９年度土佐清水市介護サービス事業特別会計予算について 

      議案第１５号 平成２９年度土佐清水市後期高齢者医療特別会計予算について 
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      議案第１６号 平成２９年度土佐清水市再生可能エネルギー事業特別会計予算に 

             ついて 

      議案第１７号 平成２９年度土佐清水市水道事業会計予算について 

      議案第１８号 土佐清水市津波避難施設の設置及び管理に関する条例の制定につ 

             いて 

      議案第１９号 土佐清水市救急ヘリコプター用燃料備蓄倉庫の設置及び管理に関 

             する条例の制定について 

      議案第２０号 土佐清水市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

      議案第２１号 土佐清水市地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を 

             定める条例の一部を改正する条例の制定について 

      議案第２２号 土佐清水市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条 

             例の制定について 

      議案第２３号 土佐清水市特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償支給条 

             例の一部を改正する条例の制定について 

      議案第２４号 土佐清水市奨学資金貸与条例の一部を改正する条例の制定につい 

             て 

      議案第２５号 工事委託協定の変更について 

      議案第２６号 住居表示を実施すべき市街地の区域及び当該区域内の住居表示の 

             方法について 

      議案第２７号 訴えの提起について 

～～～～・～～～～・～～～～ 

本日の会議に付した事件 

 日程第１から日程第３まで 

～～～～・～～～～・～～～～ 

議員定数 １２人 

現在員数 １２人 

～～～～・～～～～・～～～～ 

出席議員 １１人 

   １番  田 中 耕之郎 君           ２番  岡 本   詠 君 

   ３番  細 川 博 史 君           ４番  前 田   晃 君 

   ５番  浅 尾 公 厚 君           ６番  森   一 美 君 

   ７番  小 川 豊 治 君           ９番  永 野 裕 夫 君 
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  １０番  岡 﨑 宣 男 君          １１番  仲 田   強 君 

  １２番  武 藤   清 君 

～～～～・～～～～・～～～～ 

欠席議員 １人 

   ８番  西 原 強 志 君 

～～～～・～～～～・～～～～ 

事務局職員出席者 

  議 会 事 務 局 長          山下  毅 君    企画財政課財政係長  池  正澄 君 

  庶 務 係 主 事  江口  舞 君    主      事  中島 史博 君 

  主 事 補  室津 裕也 君 

～～～～・～～～～・～～～～ 

出席要求による出席者 

市 長 泥谷 光信 君 副 市 長 磯脇 堂三 君 

会 計 課 長 補 佐 田村 五鈴 君 
税 務 課 長 兼 

固定資産評価員 
野村 仁美 君 

企 画 財 政 課 長 早川  聡 君 総 務 課 長 木下  司 君 

危 機 管 理 課 長 岡田 敦浩 君 消 防 長 上原 由隆 君 

消 防 次 長 兼 

消 防 署 長 
宮上 眞澄 君 健 康 推 進 課 長 戎井 大城 君 

福 祉 事 務 所 長 徳井 直之 君 市 民 課 長 二宮 眞弓 君 

環 境 課 長 兼 

清掃管理事務所長 
坂本 和也 君 まちづくり対策課長 横山 周次 君 

観 光 商 工 課 長 倉松 克臣 君 
農林水産課長兼 

農業委員会事務局長 
文野 喜文 君 

水 道 課 長 楠目  生 君 じ ん け ん 課 長 田村 善和 君 

特別養護老人ホーム 

し お さ い 園 長 
山本 弘子 君 収 納 推 進 課 長 田村 光浩 君 

教 育 長 弘田 浩三 君 学 校 教 育 課 長 中津 健一 君 

生 涯 学 習 課 長 中山  優 君 

教育センター所長兼 

少年補導センター 

所 長 

弘田  条 君 
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選 挙 管 理 委 員 会 

事 務 局 長 
沖 比呂志 君 監査委員事務局長 小松 高志 君 

～～～～・～～～～・～～～～ 

          午前１０時００分   開  議 

○議長（仲田 強君） おはようございます。定刻でございます。 

 ただ今から平成２９年土佐清水市議会定例会３月会議を開きます。 

 この際、本日の遅刻、欠席者についてご報告いたします。 

 ８番西原強志君が、所用のため欠席する旨、届け出がありましたので、報告いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程第１、「審議期間の決定」を議題といたします。 

 ３月会議の審議期間につきましては、議会運営委員会でご審議を願っておりますので、この

際、議会運営委員会委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員会委員長 永野裕夫君。 

          （議会運営委員会委員長 永野裕夫君登壇） 

○議会運営委員会委員長（永野裕夫君） 皆さん、おはようございます。 

 ただ今、議題となっております３月会議の審議期間につきましては、２月２７日開催の議会

運営委員会におきまして、議案等を勘案しながら慎重に審議を重ねました結果、本日から３月

２４日までの１９日間と決しました。 

 審議期間中の日程といたしましては、本日は審議期間の決定、議案の上程の後、市長の提案

理由説明、内容説明を行います。 

 また、３月１３日は、議案に対する質疑並びに一般質問を行い、３月１４日から１５日まで

は一般質問を行います。 

 ３月１６日から１７日までは予算決算常任委員会を、２１日は午前９時に総務文教常任委員

会を、午後２時に産業厚生常任委員会を開催、２４日に会議を開催し、各委員長の報告後、質

疑、討論、採決を行い、全日程を終了いたしたいと思います。 

 以上で、報告を終わります。 

○議長（仲田 強君） お諮りいたします。 

 ３月会議の審議期間は、議会運営委員会委員長の報告のとおり、本日から３月２４日までの

１９日間といたしたいと思います。 

 これにご異議の方はございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（仲田 強君） ご異議なしと認めます。 

 よって、３月会議の審議期間は本日から３月２４日までの１９日間と決しました。 

 日程第２、「仮議長の選任を議長に委任するの件」を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 地方自治法第１０６条第３項の規定により、３月会議審議期間中における仮議長の選任を議

長に委任願いたいと思います。 

 これにご異議の方はございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（仲田 強君） ご異議なしと認めます。 

 よって、仮議長の選任を議長に委任することに決定いたしました。 

 日程第３、「会議録署名議員の指名」を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により１０番岡﨑宣男君、１２番武藤 清君を

指名いたします。 

 この際、議会事務局長に諸般の報告をいたさせます。 

 議会事務局長。 

          （議会事務局長 山下 毅君登壇） 

○議会事務局長（山下 毅君） おはようございます。 

 平成２８年定例会１２月会議以降の諸般の報告を申し上げます。 

 まず初めに、各委員会の活動状況についてご報告いたします。 

 総務文教常任委員会を３回を開催し、そのうち１回は、清水小学校新校舎を視察いたしまし

た。 

 産業厚生常任委員会は２回開催し、そのうち１回は、地域包括支援センター職員、社会福祉

協議会職員と意見交換会を行いました。 

 議会運営委員会を４回開催し、１月１２日には１月会議の、２月２７日は３月会議の日程等

について協議を行いました。 

 １月１２日には、委員長会を開催し、平成２９年度議会費予算の説明並びに各委員会の活動

等、情報交換を行いました。 

 また、１月１９日には、議会だより編集委員会を開催し、２月１日に議会だより第１００号

を発行いたしました。 

 次に、その他の主な件について、日を追って申し上げます。 

 １月３日、平成２９年土佐清水市成人式式典が市民文化会館で開催され、議長が出席し、祝

辞を述べました。 
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 １月１３日、議会行政実務研修が高知市で開催され、各議員が出席。 

 １月１９日、平成２９年土佐清水市議会定例会１月会議が開催されましたことはご承知のと

おりであります。 

 １月２９日、平成２８年度土佐清水市消防団定例部長会が消防本部で開催され、議長が出席

し、祝辞を述べました。 

 １月３１日、全国市議会議長会産業経済委員会が東京都で開催され、議長、事務局長が出席。 

 ２月１１日、大月町制施行６０周年記念式典が大月町で開催され、議長が出席。 

 ３月２日、幡多広域市町村圏事務組合議会定例会が四万十市で開催され、議長が出席。 

 ３月３日、土佐清水ワールド幡多バルオープン記念式典が神戸市で開催され、議長が出席し、

祝辞を述べました。 

 次に他市から本市への行政視察について、申し上げます。 

 １月２３日、安芸市議会議会運営委員会委員等一行８名が、議会運営改革、インターネット

配信等について、行政視察のため、来局いたしました。 

 ２月７日、沖縄市議会議員一行８名が、放課後子ども教室について行政視察のため、来局い

たしました。 

 次に、休会中の議員派遣についてご報告いたします。 

 １月１３日、議会行政実務研修が高知市で開催され、各議員が派遣されました。 

 １月２３日、高速道延伸にかかる勉強会が高知市で開催され、産業厚生常任委員会委員が派

遣されました。 

 次に、提出議案について申し上げます。 

 ３月会議に提出されております案件は、報告第３号「専決処分した事件の報告について（土

佐清水市駐車場設置条例の一部を改正する条例の制定について）」から報告第５号「専決処分

した事件の報告について（土佐清水市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の

一部を改正する条例の制定について）」までの報告３件及び議案第４号「平成２８年度土佐清

水市一般会計補正予算（第７号）について」から議案第２７号「訴えの提起について」までの

議案２４件、計２７件であります。 

 これらの案件名につきましては、議案綴りのとおりでありますので省略させていただきます。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

○議長（仲田 強君） 諸般の報告は終わりました。 

 日程第３、市長提出報告第３号「専決処分した事件の報告について（土佐清水市駐車場設置

条例の一部を改正する条例の制定について）」から報告第５号「専決処分した事件の報告につ

いて（土佐清水市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例
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の制定について）」までの報告３件並びに議案第４号「平成２８年度土佐清水市一般会計補正

予算（第７号）について」から議案第２７号「訴えの提起について」までの議案２４件、計

２７件を一括議題といたします。 

 この際、提出者に提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

          （市長 泥谷光信君登壇） 

○市長（泥谷光信君） おはようございます。 

 本日ここに、平成２９年土佐清水市議会定例会３月会議の開催に当たり、市政の課題等につ

きまして、所信の一端を申し述べますとともに、平成２９年度土佐清水市一般会計予算案をは

じめとする議案等についてご説明申し上げ、議員の皆様及び市民の皆様にご理解とご協力をお

願いいたします。 

 まず初めに、高知県立中村高校が「２１世紀枠」での甲子園出場が決定いたしました。この

吉報に四万十市のみならず、幡多地域及び高知県全体が歓喜に沸いているところです。 

 「２１世紀枠」は部員不足・施設面のハンデの克服、文武両道、地域での活動がその地域に

好影響を与えていることなどが選定基準となっており、今回の中村高校は、明徳義塾高校など、

甲子園常連の私立のシード校を次々と破り県大会で優勝したこと、「想いは一つ甲子園」をス

ローガンに、地域が一体となって野球部を支えてきたことなどが高く評価され、出場校に選出

されました。長きにわたる地域住民の熱意と、選手たちが地域に与える活気が地域全体を元気

づけ、悲願達成につながったことに対し、心から祝福するところであります。野球部を率いる

横山真哉監督は本市の出身で、また控え投手としてベンチ入りする泥谷和希君は父親が本市出

身と、土佐清水市に縁のある方々が出場することを大変うれしく思っており、活躍を期待して

いるところです。大会は３月１９日に開幕します。部員わずか１２人、「二十四の瞳」で準優

勝の快挙をなし遂げた４０年前の感動の再来と、今回出場する１６人の選手たちが再び「中村

旋風」を甲子園で巻き起こすことを期待しながら声援を送りたいと思っております。 

 次に、「株式会社ワールド・ワン」との業務連携協定についてであります。ご承知のとおり、

本市は既に同社と業務連携協定を提携しており、神戸市で郷土居酒屋「土佐清水ワールド」を

３店舗展開するなど、本市のＰＲ・情報発信に大いに貢献していただいておりますが、このた

び、幡多地区６市町村と同社との間で、観光誘客や農林水産物等の消費・販売拡大などを目的

とした業務連携協定締結の運びとなり、去る２月１７日に河野社長をはじめ役員の皆様と、幡

多の６市町村長が全員そろい、本市で調印式がとり行われ、幡多地域の活性化を図るため一致

団結し、より一層連携し取り組んでいくことを確認したところです。 

 なお、３月３日には幡多地区６市町村連携協力店として、各市町村の食材を前面に出した欧
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風居酒屋「土佐清水ワールド 幡多バル」が神戸にオープンし、仲田議長とともに開店前のオ

ープニングイベントに出席いたしました。「幡多バル」は、東洋一美しい居留地と称賛された

神戸かいわいのレトロモダンな建物が多い場所に立地され、洋風のおしゃれな店構えで、幡多

地域から毎日送られてくる、生産者の気持ちがこもった食材でつくった料理を提供いただいて

おります。今後の展開としましては、６月には高知市に、さらに９月には東京にこの「土佐清

水ワールド 幡多バル」が相次いで出店されるとのことで、大いに期待するところであります。

今後におきましても本市のみならず、幡多地域が一つになり、できる限りの支援を行いながら、

幡多地域全体の活性化に取り組んでまいります。 

 続きまして、高知県自主防災組織知事表彰についてであります。現在本市には自主防災組織

が５６組織あり、有事に備え日ごろから避難訓練などの実施により、地域の防災体制の充実強

化に取り組まれています。中でも市場町自主防災会は、避難路や誘導灯の設置、避難小屋の建

設など、久松区長を中心に地域を挙げて実施している防災対策の取り組みが高く評価され、こ

のたび、高知県自主防災組織知事表彰を受賞されることとなりました。本市では平成２５年に

中浜自主防災会が受賞して以来、今回が２例目となり心よりお喜びを申し上げますとともに、

これまでの活動に対し敬意を表するところです。今後におかれましても、地域の防災力強化に

つながる取り組みを引き続き実施していただきますようお願い申し上げます。 

 さて、春の観光シーズンがスタートいたしました。 

 本市では２月５日の「第４３回足摺椿まつり」を皮切りに、「第４９回あしずり駅伝大会」

「第１２回花へんろ足摺温泉ジョン万ウォーク」「第９回漁師の元気祭り」「第４１回足摺半

島一周駅伝大会」と、２月は週末にかけて毎週イベントが続き、市外からも多くの方々が来訪

されました。また、昨日は「平成２９年土佐清水観光開き」が行われ、あわせて「竜串奇岩フ

ェスティバル」が開催され、多くの方々でにぎわったところです。 

 このように、本市では春の観光シーズンの幕あけと同時に、さまざまなイベントが行われる

中、高知県全体を会場とした観光博覧会「志国高知 幕末維新博」が３月４日に開幕いたしま

した。 

 この博覧会は、江戸幕府が政権を朝廷に返上した大政奉還から１５０年の年に当たる本年と、

明治維新から１５０年の年に当たる来年の２年間にわたって開催され、平成３０年３月までを

第１幕、４月からを第２幕として実施されます。 

 高知県では、坂本龍馬やジョン万次郎など、幕末から明治維新にかけ、多くの偉人を輩出し

ており、彼らを育んだ時代につながる土佐の風土・文化・食・自然などを全国の方々に知って

いただくため、第１幕では開幕日にオープンした「高知県立高知城歴史博文館」をメーン会場

として、さまざまな企画展などが開催され、第２幕は来年リニューアルオープンする「高知県
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立坂本龍馬記念館」をメーン会場として、より多くの誘客を図る取り組みが行われます。 

 この会場のほかにも、本市の「ジョン万次郎資料館」をはじめ、高知県を代表する文化施設

（２０施設）が地域会場となり施設の改修・リニューアルのほか、各施設を核としてさまざま

な催しが行われることとなり、本市でも「ジョン万次郎資料館」を核として、漁船タクシーの

運行、株式会社学研ホールディングスとのコラボによる「ジョン万次郎検定」の実施、レンタ

サイクルの拡充、リーバイスとアメリカ捕鯨館との連携事業など多種多様な取り組みを展開し、

誘客促進を図ってまいります。 

 博覧会の取り組みを通じ、歴史資源を磨き上げ歴史観光の基盤を整えるとともに、磨き上げ

た歴史資源と地域の食や自然などを一体的に周遊できるコース（観光クラスター）を形成する

ことにより、持続的な観光振興につなげてまいりますので、今後におきましても皆様のご支

援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 なお、「ジョン万次郎資料館」は施設改修のため、本年１０月から休館となります。内装・

外装を一新し、また、展示物などもより一層充実させ、装いを新たに第２幕がスタートする平

成３０年４月にリニューアルオープンとなる予定です。この「ジョン万次郎資料館」改修経費

を含め、「志国高知幕末維新博」関連予算を平成２９年度当初予算に計上させていただきまし

たので、よろしくお願い申し上げます。 

 さて、私にとりまして今任期最後の当初予算編成となりました平成２９年度予算は、各課か

らの要求段階で７億円以上不足するという大変厳しい予算編成の中、企画財政課長査定・市長

査定を経て、最終的には財政調整基金を約１億6,０００万円、国際交流基金5,０００万円を取

り崩した予算組みとなったところです。 

 一般会計及び７つの特別会計の実質計上総額は１６７億8,４６０万2,０００円となり、対前

年度比7.６％の減となりました。 

 一般会計の総額は１０６億4,０００万円、対前年度比１０億9,２００万円、9.３％の減とな

り、平成２６年度以来３年ぶりに対前年度比がマイナスとなりましたが、これは土地区画整理

事業の大幅な減が主な要因であります。 

 歳入につきましては、市税は対前年度比2,４９２万8,０００円、２％増の１２億6,０７５万

6,０００円を計上しています。国勢調査の人口減に伴い昨年大幅に減少した地方交付税につき

ましては、県の試算表及び地方財政計画の伸び率等を勘案し、２億3,０００万円、5.６％減の

３８億8,０００万円を計上しています。全体の歳入不足を財政調整基金から１億6,０３９万

8,０００円を繰り入れることとしたほか、国際交流基金5,０００万円を繰り入れジョン万次郎

資料館の改修に充当、また防災対策加速化基金繰入金のうち１億2,０００万円を防災関連施設

整備にかかる起債の償還に充当させていただきました。 
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 歳出は、義務的経費が昨年並みの４５億3,７０９万円を計上、投資的経費は、清水小学校改

築にかかる第１期工事の終了に伴い、事業費が大幅に減となる一方で、学校給食施設建設やジ

ョン万次郎資料館改修などにより、５億2,１３９万4,０００円、22.２％の増の２８億

7,２１７万4,０００円を計上しております。そのほかの経費では、土地区画整理事業費の減に

伴う、貸付金の大幅減のほか、物件費では、災害用備蓄食料及び消耗品等の買いかえに伴い、

平成２７年国勢調査人口に基づき、備蓄する数量の見直しを行ったことや、予算編成方針の中

で各課に指示した１５％シーリングなどにより対前年度比１５億2,３１４万8,０００円、

３２％減の３２億3,０７３万6,０００円を計上しております。 

 予算編成につきましては、これまでどおり「子どもは宝（子育て・教育境の充実）」「若者

は希望（基幹産業の復興と雇用対策）」「お年寄りは誇り（高齢者の生きがいづくりと中山間

対策）」「命を守る（南海地震・津波対策）」「絆は力（活気あふれるまちづくり）」、この

５つを基本施策として予算を重点配分するとともに、「土佐清水市まち・ひと・しごと創生総

合戦略」に位置づけた事業については、「地方創生枠」として設定させていただきました。 

 まず、「子どもは宝（子育て・教育環境の充実）」につきましては、平成２７年度から３年

計画で実施し、最終年度となる清水小学校改築事業として７億3,２６７万2,０００円、平成

３０年度から実施予定の学校給食は、施設建設費等で６億３３９万円、下川口及び三崎保育園

建設事業8,１８９万7,０００円などのハード事業のほか、中学校までの医療費無料化制度や奨

学資金貸付制度の継続なども含め、子育て・教育環境の充実に向け全体で約２３億1,５００万

円を計上いたしました。 

 次に「若者は希望（基幹産業の復興と雇用対策）」につきましては、ジョン万次郎資料館改

修のほか、宿泊者に対し高速料金及びフェリー料金を最大5,０００円まで地域通貨券としてキ

ャッシュバックし、誘客促進を図る経費などを含め「志国高知幕末維新博」関連経費として、

１億9,７６４万5,０００円、爪白キャンプ場等整備事業3,７１５万1,０００円などにより観光

振興を図るほか、中央町商店街の空き店舗を活用したチャレンジショップ支援事業に２７３万

7,０００円、長期肥育鶏のブランド化事業に1,２８２万6,０００円、高性能林業機械等整備事

業に９９０万円、メジカ産業復興に向けた取り組みを推進するため、冷凍保管施設整備にかか

る設計費に1,０２３万円などを計上し、各産業の維持活性化を図ってまいります。また本年度

が勝負の年となりますジオパーク推進には、総額で2,４３９万円を計上するなど、基幹産業の

復興と雇用対策全体で約６億2,１００万円計上いたしました。 

 続いて、「お年寄りは誇り（高齢者の生きがいづくりと中山間対策）」につきましては、高

齢者・障がい者や子どもなど、そのニーズに応じた居場所の提供のほか、相談・見守り・通所

サービス等を柔軟に組み合わせて提供する、本市にはこれまでにない複合型の福祉拠点施設を
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整備する「とさしみず総合福祉サービス拠点整備事業費補助金」として１億7,１９７万

2,０００円を計上したほか、地域でいきいきサロンなど高齢者の集いに活用されてる集会所等

の耐震補強や改修を行う「介護予防拠点整備事業」は、引き続き１０カ所分の計8,５００万円

を計上いたしました。そのほかにも、移住促進や公共交通維持確保、あったかふれあいセンタ

ー事業などの継続事業を含め、高齢者の生きがいづくりと中山間対策全体で約４億5,１００万

円を計上いたしました。 

 次に、「命を守る（南海地震・津波対策）」では、これまで旧町単位で整備を行ってきた防

災拠点施設の最後となります下ノ加江地区防災拠点施設建設工事費に１億１２７万2,０００円、

災害時における給水対策といたしまして、平時はトラックとして利用可能な給水車の購入等に

７９７万9,０００円、大規模災害に迅速かつ容易に罹災証明が発行できるよう、既存紙媒体の

地積図・公図をデジタル化し、固定資産課税台帳システム情報と連動したシステムの構築費と

して、防災対策加速化基金を活用し６０５万2,０００円を計上したほか、備蓄用食料及び防災

用消耗品購入、津波避難路等整備事業などの継続事業を含め、南海地震・津波対策全体で約

２億7,７００万円を計上いたしました。なお、継続事業のうち木造住宅の耐震化補助事業につ

きましては、平成２９年度より補助限度額を上乗せすることとし、個人負担の軽減を図り、こ

れまで以上に住宅の耐震化を加速させてまいります。 

 次に、「絆は力（活気あふれるまちづくり）」では、本年がジョン万次郎の縁により米国

２都市と姉妹都市盟約を締結して３０周年に当たることから、姉妹都市交流事業に１４７万

6,０００円を計上したほか、地域の担い手となる人材育成事業、出会いのきっかけ応援事業な

どの継続事業を含め、全体で約1,５００万円を計上いたしました。 

 そして、昨年から特別枠として設定した「地方創生事業」は、ただ今申し上げました５つの

基本施策と重複するものも合わせ、６０事業の約５億1,６００万円を計上しております。これ

らの事業を着実に実施し、人口減対策に取り組んでまいりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 また、「足摺藪椿再生プロジェクト事業」「文化財調査・保護事業」「小児生活習慣病予防

健診事業」「ふるさと直送便事業」「ふるさと元気寄付金推進事業」の財源といたしまして、

ふるさと納税制度により、全国の皆様からいただきました「土佐清水市ふるさと元気寄付金」

を1,９９５万6,０００円を活用させていただきました。ご寄附をいただきました皆様にこの場

をおかりして、改めて御礼申し上げます。 

 続きまして、特別会計の概要についてご説明させていただきます。 

 まず、国民健康保険事業特別会計につきましては、対前年度比3.５％減の３２億1,１３７万

8,０００円を計上しております。これは、平成２８年度実績におきまして、医療費が抑制傾向
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にあることに伴い、保険給付費を減額したことによるものであります。 

 しおさい等の技能職員の俸給表につきまして、平成２９年度から行政職俸給（二）表の導入

に伴い、人件費が減額となることから、指定介護老人福祉施設事業特別会計は対前年度比

3.７％減の３億9,３１８万4,０００円、介護サービス事業特別会計では、16.２％減の

3,５８６万9,０００円を計上いたしました。 

 水道事業会計は、平成２７年度から実施し本年が最終年となる窪津簡易水道施設整備事業費

の減額等により、資本的支出では対前年度比２４％減の５億９５４万9,０００円を計上いたし

ました。 

 介護保険、後期高齢者医療、再生可能エネルギー事業特別会計につきましては、それぞれほ

ぼ昨年並みの予算計上としております。 

 以上が平成２９年度当初予算案についての概要であります。 

 続きまして補正予算についてであります。 

 平成２８年度一般会計補正予算（第７号）は、早期退職者等の退職手当追加分、生活バス路

線運行維持費補助金、指定介護老人福祉施設事業及び介護サービス事業特別会計繰出金などの

追加経費のほか、決算見込みに伴う減額等により、総額９億1,１０５万8,０００円の減額補正

となっております。 

 特別会計では、決算見込み等により、国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）をはじ

め、指定介護老人福祉施設事業特別会計補正予算（第３号）、介護サービス事業特別会計補正

予算（第２号）、後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）、水道事業会計補正予算（第

１号）を提出させていただきました。 

 続きまして、条例議案等についてであります。 

 報告第３号から第５号までの３件につきましては、法改正に伴い、関連する条例の一部を改

正するもので、改正内容が本条例の趣旨に変更を及ばさないものであるため、地方自治法第

１８０条第１項の規定に基づき、専決処分した報告であります。 

 議案第１８号は、大岐地区津波避難タワーに関する津波避難施設の設置及び管理に関する条

例を制定するものであります。 

 議案第１９号は、今月中に完成する予定の救急ヘリコプター用燃料備蓄倉庫の設置及び管理

に関する条例を制定するものであります。 

 議案第２０号は、介護保険料の軽減措置期間を平成２９年度まで延長するため、条例の一部

を改正するものであります。 

 議案第２１号は、介護保険法施行規則の改正に伴い、条例の一部を改正するものであります。 

 議案第２２号は、職員が利用する駐車場の使用料を平成２９年７月から徴収することに伴い、
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条例の一部を改正するものであります。 

 議案第２３号は、本市における児童虐待防止対策の推進のため、福祉事務所に非常勤職員と

して、児童虐待防止対策コーディネーターを配置することに伴い、条例の一部を改正するもの

であります。 

 議案第２４号は、本市が実施している奨学資金貸付制度におきまして、貸与した奨学資金の

返還金について、一定の条件を満たした場合に助成が受けられるよう、条例の一部を改正する

ものであります。 

 議案第２５号は、高知県が行う下ノ加江川他インフラ関連改修工事に、市道船場長野線大規

模更新事業を同時施行する工事委託協定の締結について、昨年の９月会議で議決をいただき実

施しているところですが、事業費に変更が生じたことにより、委託協定の変更につきまして、

議会の議決を求めるものであります。 

 議案第２６号は、清水第三土地区画整理区域内の住居表示の方法について、議会の議決を求

めるものであります。 

 議案第２７号は、訴えの提起について議会の議決を求めるものであります。 

 最後にご寄附の報告をさせていただきます。 

 本年２月１０日、「二升五合会
ますますはんじょうのかい

」様から、社会福祉に役立ててほしいと２万4,０２５円の

ご寄附をいただきました。目的に沿って大切に使わせていただきます。この場をおかりいたし

まして厚く感謝申し上げます。 

 以上をもちまして、議案提出に当たっての私からの説明を終わらせていただきます。なお、

細部につきましては、所管課長から説明をいたしますので、何とぞご審議の上、適切な議決を

賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（仲田 強君） 以上で、提案理由の説明は終わりました。 

 お諮りいたします。 

 ただ今から、予算案並びに条例案等に対する内容説明を求めたいと思います。 

 これにご異議の方はございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（仲田 強君） ご異議なしと認めます。 

 よって、予算案並びに条例案等に対する内容説明を求めることに決しました。 

 議案第４号「平成２８年度土佐清水市一般会計補正予算（第７号）について」及び議案第

１０号「平成２９年度土佐清水市一般会計予算について」の議案２件について説明を求めます。 

 企画財政課長。 

          （企画財政課長 早川 聡君登壇） 
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○企画財政課長（早川 聡君） おはようございます。 

 議案第４号「平成２８年度土佐清水市一般会計補正予算（第７号）について」ご説明いたし

ます。 

 歳出からご説明いたします。 

 補正予算書の２１ページをお開きください。 

 はじめに、当該補正の減額予算につきましては、国の補正予算に関連した追加のほか、本年

度事業の決算見込みによる減額などを計上しておりまして、減額予算につきましては、決算見

込みということで説明を省略させていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

 ２款１項１目一般管理費、３節職員手当等のうち9,８７７万2,０００円は、退職手当を計上

しております。 

 ７目企画振興費につきまして、８節報償費４６０万円、１２節役務費２０万3,０００円、

２２ページ、２５節積立金1,５３０万円の合わせて、2,０１０万3,０００円は、ふるさと元気

寄付金について本年１月末までに、2,８９１件、計3,６９０万円のご寄附をいただいておりま

して、今年度末までの寄附件数等の増加を見込み、返礼品代、クレジット決済手数料、積立金

を追加計上しております。 

 １９節負担金、補助及び交付金1,９３１万1,０００円のうち、生活バス路線の平成２７年

１０月から１年間の運行にかかる決算に伴いまして、生活バス路線運行維持費補助金

2,１８２万4,０００円を計上しています。 

 １１目情報企画費、１３節委託料３０８万5,０００円の減額は、消防署の行政情報ネットワ

ーク回線を高速化対応にする経費を計上しておりましたが、高知県情報セキュリティクラウド

の移行がおくれておりまして、またネットワークの安定稼働のためには、庁内ネットワークの

分離後での対応とする必要があるなどの理由によりまして、次年度に実施する予定となったこ

とから減額するものであります。 

 ２款２項２目徴収費、２３節償還金、利子及び割引料６７１万7,０００円は、平成２７年度

固定資産税にかかる償却資産の高額な修正申告がありまして、市税、過年度還付金及び還付加

算金を追加するものであります。 

 ２５ページをお願いいたします。 

 ３款１項３目老人福祉費につきまして、１３節委託料６６万2,０００円は、養護老人ホーム

への入所者の増加による老人保護措置費委託料を追加しています。 

 ２８節繰出金4,５７２万9,０００円は、特別養護老人ホームしおさいの運営にかかる各特別

会計の決算見込みにより、指定介護老人福祉施設事業特別会計へ3,６４５万5,０００円及び介
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護サービス事業特別会計へ９２７万4,０００円をそれぞれ繰出しするものであります。 

 ８目社会長寿費、１８節備品購入費２０３万3,０００円は、介護予防を実施している地区へ

備品を整備する事業の実績に基づき減額をするものでありますが、財源として当初は国庫補助

金を予定しておりましたが、国の事業廃止に伴い県補助金を活用して事業を実施いたしました

ので、特定財源の財源振替をするものであります。 

 ２６ページをお願いいたします。 

 ３款２項３目母子福祉費、２０節扶助費６８６万6,０００円は実績見込みに基づき、児童扶

養手当を８５０万円の減額、ひとり親家庭医療費助成金８７万6,０００円及び母子生活支援費

７５万8,０００円をそれぞれ追加するものであります。 

 ２７ページをお願いいたします。 

 ３款３項２目扶助費、２０節扶助費1,０００万円は決算見込みに基づき、生活保護費、医療

費扶助分について追加するものであります。 

 ４款１項２目感染症対策費、１３節委託料２３３万9,０００円の減額は、子宮頸がん予防接

種による副作用が発生し、国の積極的な勧奨がなくなったことから、本年度は受診者がいなか

ったため、減額をするものであります。 

 ２９ページをお願いいたします。 

 ５款３項２目水産振興費、１９節負担金、補助及び交付金5,９２５万円の減額のうち水産業

振興事業費補助金3,９２０万円の減額は、国の地方創生拠点整備交付金を活用して、第三セク

ター土佐清水ホールディングス株式会社の実施する、下ノ加江冷凍センター内の冷凍加工施設

の整備、ライン化及び輸送設備の導入費用を補助する予定でありましたが、事業内容等につい

て再構築し、次年度において、国の地方創生推進交付金など、他の事業での実施を計画するこ

ととなったことから減額するものであります。 

 ３２ページから３３ページをお願いいたします。 

 ８款１項６目災害対策費につきまして、木造住宅の耐震化を促進する予算としまして、

１３節委託料に２０件分の耐震診断業務６７万9,０００円、１９節負担金、補助及び交付金に

耐震改修設計費補助金１０件分として２６５万円、耐震改修費補助金５件分として５６２万

5,０００円を計上しています。これらは国の補正予算に関連した追加計上でありまして、全額

を平成２９年度へ繰り越すものであります。 

 １７節公有財産購入費５００万円は、下ノ加江地区防災拠点施設の建設に伴う土壌改良並び

に階段工、舗装工など追加工事が必要となったことから追加するものであります。財源につき

ましては、緊急防災・減災事業債を見込んでおります。 

 １９節負担金、補助及び交付金８９９万3,０００円のうち、建築物耐震対策緊急促進事業費
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補助金、設計補助４６万7,０００円及び建築物耐震対策緊急促進事業費補助金、改修工事

２９５万1,０００円は、県が指定する緊急輸送路に面する耐震性が低い建築物の耐震化を図る

ため、耐震設計並びに耐震改修工事にかかる経費に対して補助を行うものです。財源につきま

しては、国庫補助金３分の１、県補助金４分の１、市費４分の１となります。これらも国の補

正予算に関連した補正計上でありまして、全額平成２９年度へ繰り越すものであります。詳細

は予算審議における事業説明書１ページから２ページをご参照ください。 

 ３４ページをお願いします。 

 ９款４項１目社会教育総務費、１３節委託料４５万円は事業実績に基づき、放課後児童クラ

ブ推進事業委託料を追加するものであります。 

 次に歳入についてご説明いたします。 

 ９款１項１目地方交付税につきましては、普通交付税5,２８２万9,０００円を減額計上して

います。 

 １１款１項分担金から、１９ページ１４款３項県委託金までは、歳出予算の財源としまして、

その負担率、補助率などに基づく計上のほか、各事業の決算見込みに伴う減額計上となります。 

 １６款１項１目総務費寄附金1,５３０万円は、ふるさと元気寄附金の実績見込みによる特定

財源として計上しております。 

 １７款１項４目防災対策加速化基金繰入金５６７万5,０００円の減額は、防災拠点及び災害

対策本部用備品購入費などの実績見込みにより、減額計上しております。 

 １９款３項６目土木費貸付金収入４億５６２万2,０００円の減額は、清水第三土地区画整理

組合への貸付金の減額に伴うものであります。 

 ２０ページをお願いします。 

 ２０款１項市債につきましては、退職手当の財源として１１目退職手当債8,０４０万円を計

上しています。その他の市債につきましては、起債事業の減額に伴った減額計上となります。 

 ９ページから１０ページをお願いします。 

 第２表繰越明許費補正は国の補正予算等に関連した追加事業のほか、年度内完成を見込めな

い追加２８事業について、繰り越し予算の限度額を定めるものであります。 

 １１ページをお願いします。 

 第３表地方債補正は既定の地方債の借入限度額について変更するものであります。 

 １ページをお願いします。 

 以上によりまして、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９億1,１０５万

8,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１１５億7,７２２万

1,０００円となります。 
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 以上で、議案第４号「平成２８年度土佐清水市一般会計補正予算（第７号）について」の説

明を終わります。 

 次に議案第１０号「平成２９年度土佐清水市一般会計予算について」ご説明いたします。 

 歳出から説明いたします。 

 一般会計予算書の３８ページをお開きください。 

 １款１項１目議会費につきまして、９節旅費１８７万6,０００円のうち、今年は１９８７年

に米国フェアヘーブン、ニューベッドフォード両都市との姉妹都市の盟約から３０周年に当た

ります。また、２年に１度開催される米国ジョン万祭りの開催年であることから、１名分

５２万6,０００円を計上しております。 

 ４１ページから４２ページをお願いします。 

 ２款１項３目財産管理費につきまして、１２節役務費1,２５１万円のうち１３万6,０００円、

１４節使用料及び賃借料１５３万円のうち１０７万3,０００円の合わせて１２０万9,０００円

はこれまで土木、農林、水道、建築など市設計担当者が入札に必要な設計書を作成した際、工

種や単価などの検証のため、複数回の見直しや技術公社による有償のチェックを行っておりま

したが、作成した金抜設計書をもとに逆算して積算することのできるシステムを導入すること

によりまして、正確性の確保とチェック等にかかる時間の短縮や、経費の節減を図るためのシ

ステムリース料及び通信プロバイダー料、回線使用料などの経費を計上しております。 

 ４３ページをお願いします。 

 ７目企画振興費につきまして、９節旅費８２万3,０００円のうち先ほどと同じく、米国ジョ

ン万祭りなどへの参加１名分５２万6,０００円を計上しています。 

 ８節報償費1,８８５万円のうち２０万円、９節旅費８２万3,０００円のうち４万2,０００円、

１１節需用費３２万4,０００円のうち１４万円、１２節役務費８９万9,０００円のうち２万

8,０００円の合わせて４１万円は、講師を招聘した座学などを開催して地域の魅力を再発見す

るとともに、地域資源の発掘などを通して地域おこしを進め、情報発信していく人材を育成す

ることを目的に、引き続き地域の頑張る人づくり事業を実施するものであります。財源につき

ましては、補助対象経費の３分の２の県補助金を見込んでおります。 

 ４４ページをお願いします。 

 １９節負担金、補助及び交付金5,８１５万7,０００円のうち主なものとしましては、土佐清

水市地域公共交通協議会補助金１２５万2,０００円は、公共交通活性化のための基本方針の策

定や、バスの利用促進、運転免許返納支援策である買い物タクシーチケットの交付などの取り

組みに対し補助するものであります。地域路線バス車両購入費補助金４５４万2,０００円は、

国庫補助路線を除く地域路線バスの運行に必要な車両購入について、関係市町村の走行距離に
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より案分した負担額を乗り合いバス事業者に対し補助することにより、市民の移動手段の維持

確保をするものであります。財源につきましては、県補助金２分の１を見込んでおります。詳

細は予算審議における事業説明書１ページをご参照ください。 

 ４６ページをお願いします。 

 １１目情報企画費につきまして、１３節委託料2,１８６万7,０００円のうち５４万

4,０００円、１４節使用料及び賃借料6,０４６万1,０００円のうち１３０万9,０００円の合わ

せて１８５万3,０００円は、消防署と本庁間の情報インフラを高速化することにより、災害時

における情報収集と事務の効率化を図るための費用を計上しております。 

 ４７ページをお願いします。 

 １２目がんばる地方推進費につきまして、三崎及び下川口地区振興担当、移住促進担当など、

企画財政課所管の地域おこし協力隊事業にかかる隊員７名の人件費、活動費並びに募集経費、

起業支援補助金として2,２４９万5,０００円を計上しております。 

 なお、地域おこし協力隊の人件費及び活動費につきましては、１人当たり４００万円を上限

に、また募集経費は１団体当たり２００万円を、起業支援補助金は１人当たり１００万円を上

限に、特別交付税措置が見込まれます。また、人口減少や地域活性化のための都市部からの移

住を積極的に受け入れるため、移住相談員２名分の人件費、県外での移住相談会等の参加旅費、

移住体験ツアーの開催経費、移住促進サイトの改修、お試し移住施設の維持管理経費など

８７０万7,０００円を計上しております。財源につきましては、補助対象経費の２分の１及び

移住相談員１人当たり１００万円の県補助金等を見込んでおります。 

 集落活動センターの推進につきましては、先進地視察に関する旅費やバス借上料、下川口地

区における直販市の開催経費など５０万4,０００円を計上しております。財源につきましては、

補助対象経費１００％の県補助金を見込んでおります。 

 ４８ページをお願いします。 

 １９節負担金、補助及び交付金３５０万4,０００円のうち、移住促進支援事業補助金

２０２万4,０００円は移住者向け荷物処分等の経費補助として、４戸分２０万円を計上してお

り、その財源として補助限度額の２分の１については県補助金を見込んでおります。 

 また、空き家改修の経費補助として１戸分１８２万4,０００円を計上しております。財源に

つきましては国庫補助金３分の１、県補助金３分の１、市費３分の１となっております。 

 １３目財政管理費、１３節委託料、新地方公会計制度導入支援業務委託７５０万円は投資的

な基準による財務書類を作成するためには、複式仕訳の導入と固定資産台帳の整備が前提とな

っておりまして、ソフトウエア導入から財務書類の作成までの一連の作業について業務委託す

るものであります。 
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 ４９ページをお願いします。 

 ２款２項１目賦課費につきまして、１３節委託料８００万7,０００円のうち字図管理及び閲

覧システム構築業務６０５万2,０００円は、大規模災害時における罹災証明書の発行業務など

に迅速に対応する必要があることから、現在破損及び劣化が著しい紙媒体の字図、地積図、公

図をデジタル化し、課税台帳システムの情報と関連づけたシステムを構築するものであります。

財源につきましては、防災対策加速化基金繰入金を見込んでおります。詳細は予算審議におけ

る事業説明書２ページをご参照ください。 

 ５１ページをお願いします。 

 ２款３項１目戸籍住民基本台帳費につきまして、１３節委託料２１０万6,０００円のうち

２万6,０００円、１４節使用料及び賃借料５９８万5,０００円のうち２７万9,０００円の合わ

せて３０万5,０００円は、南海トラフ地震の津波浸水域想定外の庁舎２階へ、戸籍総合システ

ム端末を１機増設することにより、被災後に埋火葬許可証、罹災証明書の発行等に対応するた

めの設置費を計上しています。詳細は予算審議における事業説明書３ページをご参照ください。 

 ５２ページから５３ページをお願いします。 

 ２款４項６目市長選挙費につきまして、１節報酬から１９節負担金、補助及び交付金までの

合わせて1,４０１万3,０００円は、平成２９年６月７日任期満了に伴う土佐清水市長選挙に要

する経費を計上しています。 

 ５５ページをお願いします。 

 ３款１項１目社会福祉総務費につきまして、１３節委託料2,１６７万5,０００円は、中央町

のきずなの家及び３市民センターであったかふれあいセンターを実施する経費を計上していま

す。 

 ５６ページをお願いします。 

 ２目障害者福祉費につきまして、２０節扶助費には更生医療費2,２５２万7,０００円など

４億１４０万4,０００円を計上しています。 

 ５７ページから５８ページをお願いします。 

 ３目老人福祉費につきまして、２８節繰出金1,０９３万5,０００円は、指定介護老人福祉施

設事業特別会計への繰出金を計上いたしました。 

 ４目福祉医療費につきまして、引き続き中学卒業までの医療費無料化の実施に関する予算を

主に、２０節扶助費に8,６０１万6,０００円を計上しています。 

 ５目社会福祉施設費につきまして、１３節委託料1,４８２万2,０００円のうち２７４万

9,０００円は、昭和５４年に建設をされました、布福祉センターの耐震診断を実施するもので

あります。 
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○議長（仲田 強君） この際、暫時休憩いたします。 

          午前１１時００分   休  憩 

          午前１１時１０分   再  開 

○議長（仲田 強君） 休憩前に続いて会議を開きます。 

 引き続き、予算案並びに条例案等に対する内容説明を求めます。 

 企画財政課長。 

          （企画財政課長 早川 聡君登壇） 

○企画財政課長（早川 聡君） 引き続き、議案第１０号「平成２９年度土佐清水市一般会計

予算について」ご説明いたします。 

 ５９ページから６１ページをお願いします。 

 ７目介護保険対策費につきまして、８節報償費１６万5,０００円のうち９万9,０００円、

９節旅費２万円のうち１万2,０００円、１３節委託料２０５万2,０００円の合わせて２１６万

3,０００円は、前年度に実施したニーズ調査等の集計と分析に基づき、次期高齢者福祉計画及

び第７期介護保険事業計画の策定を行う経費を計上しております。また、２８節繰出金には介

護保険特別会計繰出金など、２億8,６８０万2,０００円を計上しました。 

 ８目社会長寿費につきまして、１９節負担金、補助及び交付金２億7,３６８万9,０００円の

うち、介護予防拠点整備事業費補助金8,５００万円は、３年目となりますが今後１０年以上、

いきいきサロンや運動教室などで活用が見込まれる区長場や集会所等について、耐震やバリア

フリー化などの改修を行う補助として１カ所当たり８５０万円、１０カ所分を計上しました。

財源につきましては、県補助金１００％を見込んでおります。 

 ６１ページ、とさしみず総合福祉サービス拠点整備事業費補助金１億7,１９７万2,０００円

は、高齢者や障害者、子どもなどを対象に、そのニーズに応じて居場所を提供、相談、見守り、

通所サービス等の支援を柔軟に組み合わせて提供する、共生型、多世代交流・多機能型福祉拠

点の整備費を補助するものであります。財源につきましては、県補助金１００％を見込んでお

ります。詳細は予算審議における事業説明書４ページをご参照ください。 

 また、２８節繰出金には、介護予防日常生活支援総合事業分などの、介護保険特別会計繰出

金1,９１９万5,０００円を計上しました。 

 ３款２項１目児童福祉総務費につきまして、１節報酬９２８万5,０００円のうち１９８万円、

３節職員手当等1,１９０万3,０００円のうち１２万円、４節共済費９８１万7,０００円のうち

３２万3,０００円の合わせて２４２万3,０００円は、児童虐待防止対策等を推進するため、妊

婦期から子育て期までを通した保健と福祉等における連携体制の構築化を図り、子どもたちの

命と安全安心を守る必要があることから、専任の児童虐待防止対策コーディネーターを配置す
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るものであります。詳細は予算審議における事業説明書５ページをご参照ください。 

 ６２ページをお願いします。 

 １９節負担金、補助及び交付金に認定こども園への給付費として、子どものための教育・保

育給付（施設型給付）4,８７９万3,０００円など5,０７９万5,０００円。また、２０節扶助費

には児童手当１億3,０６６万円に、赤ちゃん紙おむつ・粉ミルク購入支援事業２７６万円の合

わせて１億3,３４２万円を計上しております。 

 ６４ページをお願いします。 

 ２目保育所運営費につきまして、１９節負担金、補助及び交付金１億5,３６７万円のうち、

保育所への給付費として、子どものための教育・保育給付（施設型給付）１億5,３０５万

8,０００円を計上しました。 

 ６５ページをお願いします。 

 ４目保育所建設費につきまして、１１節役務費１２万1,０００円、１５節6,７００万円、

１８節備品購入費１００万円の合わせて6,８１２万1,０００円は、南海トラフ地震の津波浸水

区域外の旧宗呂小学校校庭に定員２０名、木造平屋建て１９０㎡の新下川口保育園（仮称）を

高台へ移転改築するための建築工事費や、備品購入費などを計上しています。財源につきまし

ては、補助対象事業費の４分の３を県補助金、補助残額に緊急防災・減災事業債を見込んでお

ります。詳細は予算審議における事業説明書６ページをご参照ください。 

 また、１３節委託料1,３７７万6,０００円は、南海トラフ地震の津波浸水区域外の三崎字城

乃峯に定員３０名、床面積３４３㎡の新三崎保育園（仮称）を高台へ移転するための設計監理

費を計上しています。財源につきましては、緊急防災・減災事業債を見込んでおります。詳細

は予算審議における事業説明書７ページをご参照ください。 

 ６７ページから６８ページをお願いします。 

 ４款１項１目保健衛生総務費につきまして、無医地区解消のため本市へ医師を招致すること

を目的に、県外への招致交渉や、本市への医師の視察ツアー旅費、医師募集視察勧誘を兼ねた

医療業界誌への医師募集の広告料など、医師確保推進事業に１６０万8,０００円、健（検）診

を受診した市民を対象に健康ポイントをつけ、ポイントがたまれば健康グッズを贈呈し、受診

率向上を目指す経費に４３万3,０００円、小学５年生と中学１年生に対して、生活習慣病予防

健診及び保健指導を実施し、小児期から健康的な生活習慣づけ、生涯にわたる健康づくり、家

族ぐるみの健康意識の向上を目指す経費に１１４万5,０００円、また６８ページ、新生児聴覚

検査や歯周病検診など、１３節委託料に６３０万円を計上しています。このほか２８節繰出金

に、国民健康保険事業特別会計及び水道事業会計への繰出金として、２億6,８２０万

2,０００円を計上しています。 
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 ７１ページをお願いします。 

 ４款１項６目環境衛生費につきまして、１５節工事請負費１５０万円は、市斎場トイレの改

修工事費を計上しています。 

 １９節負担金、補助及び交付金、2,６３９万円のうち、公衆浴場施設整備事業補助金

２４６万円は、公衆浴場の経営安定を図り、もって住民の保健衛生の保持に寄与するため、公

衆浴場の施設整備に要する経費に対して補助するものであります。財源につきましては、県補

助金を見込んでおります。 

 ７５ページから７６ページをお願いします。 

 ５款１項３目農業振興費につきまして、１９節負担金、補助及び交付金7,７７８万円のうち、

主なものとして中山間地域における耕作放棄地の発生を防止し、農業の多面的機能の確保を図

るための中山間地域等直接支払制度交付金に1,６２３万5,０００円を計上しています。新たに

取り組みを予定している地区を含め、１３組織となります。このほか、集落営農をさらに推進

し、規模拡大に必要な機械導入を支援する集落営農支援事業費補助金に６３２万5,０００円、

７６ページでは南海トラフ地震に備え、園芸用燃料タンクの転倒・流出による二次災害の発生

リスクを軽減するため、流出防止装置つき燃料タンク・防油堤の整備を支援する園芸用燃料タ

ンク対策事業費補助金に６８２万5,０００円、担い手後継者不足が深刻化している中、就農研

修中の期間及び営農を開始した直後の就農希望者並びに新規就農者に対し支援する新規就農研

修支援事業費補助金に１８０万円、農業次世代人材投資事業費補助金５２５万円の合わせて

７０５万円を計上しています。 

 ７７ページをお願いします。 

 ５目畜産振興費、１９節負担金、補助及び交付金1,３００万5,０００円のうち、産業振興推

進総合支援事業費補助金1,２８２万6,０００円は、長期肥育鶏のブランド化を図り、養鶏業者

の所得向上並びに地域経済波及効果による産業振興を図ることを目的に、加工処理施設の整備

及び加工処理研修による人材育成等に要する経費に対し、補助をするものであります。財源に

つきましては、県補助金２分の１、市費６分の１となります。詳細は予算審議における事業説

明書８ページをご参照ください。 

 ５款２項２目林業振興費につきまして、１３節委託料4,１５０万8,０００円のうち、市有林

造林等業務委託3,９９８万4,０００円は、森林経営計画等に基づく市有林の整備として斧積地

区の竹平山ほか３カ所の搬出間伐等を行うものであります。 

 ７８ページから７９ページをお願いします。 

 １９節負担金、補助及び交付金2,１８１万8,０００円のうち、森林・山村多面的機能発揮対

策交付金８５万2,０００円は、森林の有する多面的機能を発揮するためには、適切な森林整備
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や計画的な森林資源の利用が不可欠であることから、地域住民等による森林の手入れなどの共

同作業に対し支援をするものであります。詳細は予算審議における事業説明書９ページをご参

照ください。 

 ３目鳥獣対策費につきまして、中山間集落保全担当の地域おこし協力隊にかかる隊員１名の

人件費並びに活動経費、起業支援補助金として４５３万5,０００円を計上しております。財源

につきまして、特別交付税措置が見込まれます。 

 ８節報償費2,１８６万2,０００円は、鹿、イノシシ、サル、カラスの捕獲補償金として単独

事業分の９３１万7,０００円、市単捕獲報償金の鹿、イノシシに上乗せをする鳥獣被害防止緊

急捕獲活動支援事業の７５０万5,０００円及び鹿個体数調整事業の５０４万円を合わせたもの

となります。 

 ８０ページから８１ページをお願いします。 

 ５款３項２目水産振興費につきまして、１３節委託料1,２９２万6,０００円のうち冷凍保管

施設設計業務委託1,０２３万円は、本市の主要産業であるメジカ産業の継続と発展を目的に浦

尻地区にマイナス２０度から３０度、収容量2,０００ｔ級の冷凍保管施設を設置するための実

施設計書を作成するものであります。財源につきまして、県補助金７５％を見込んでおります。 

 １９節負担金、補助及び交付金6,８８７万9,０００円のうち、主なものとして種子島周辺漁

業対策事業費補助金1,２０８万4,０００円は、高知県漁協下ノ加江支所の移動型冷水器２基の

更新にかかる費用に４９３万5,０００円、マグロ・カツオ船に設置する各種漁労レーダー等の

整備及び通信データサービス利用料に７１４万9,０００円となります。漁業生産量の維持増+

大と後継者となる担い手の確保を目的として、新規漁業就労者の研修生活支援や研修生及び指

導者の雇用にかかる経費などを補助する新規漁業就業者支援事業費補助金に1,０８６万円、漁

業就業者定住促進対策事業費補助金１０５万円、担い手育成団体支援事業費補助金1,９２４万

1,０００円の合わせて3,１１５万1,０００円を計上しております。 

 このほか、２１節貸付金3,０００万円は、年間を通したメジカ原魚の確保を目的に、土佐清

水市メジカ需給調整対策協議会に原魚の買い入れ資金として貸し付けを行うものであります。 

 ８３ページをお願いします。 

 ６款１項１目商工振興費につきまして、１９節負担金、補助及び交付金６４７万9,０００円

のうち、土佐清水市商店街魅力向上事業費補助金２７３万7,０００円は、商店街の空き店舗を

活用した新規創業希望者の育成と、出店並びに既存店舗の魅力を向上させる取り組みを支援す

る目的で、チャレンジショップの運営等にかかる費用について補助をするものであります。財

源につきましては、補助対象事業費の３分の２を県が直接補助、残り３分の１に市費を見込ん

でおります。詳細は予算審議における事業説明書１１ページをご参照ください。 
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 ８４ページから８５ページをお願いします。 

 ３目観光振興費につきまして、９節旅費２００万円のうち１２２万6,０００円、１１節需用

費２２６万円のうち１７９万3,０００円、１３節委託料１億４２３万2,０００円のうち

6,４００万6,０００円、１５節工事請負費１億９７６万1,０００円、１９節負担金、補助及び

交付金5,７０９万円のうち、2,０８５万9,０００円の合わせて１億9,７６４万5,０００円は、

志国高知幕末維新博に関連した、歴史観光資源等強化事業などの予算を計上しております。主

な内容につきましては、ジョン万次郎資料館リニューアルのための実施設計や監修、展示、設

計監理及び改修工事費、ジョン万次郎資料館パンフレット及び観光ガイドブックの多言語化や

看板等の改修、漁船タクシー、ジョン万検定に要する経費、アメリカ捕鯨館並びにリーバイス

との連携事業に要する経費、またジョン万に関わる周遊観光の形成や関連する商品の開発にか

かる経費などを補助するものであります。財源につきましては、県補助金３分の２を基本に、

国際交流基金繰入金を見込んでおります。 

 １３節委託料１億４２３万2,０００円のうち、爪白キャンプ場等再整備事業3,７１５万

1,０００円は、民間のブランド力とキャンプ場の経営ノウハウを活用して、さらに魅力を高め

た爪白キャンプ場に再整備をするための土地測量、実施設計及び建築設計監理や、再整備の設

計に対する全体監修などの経費を計上しています。財源につきましては、県補助金１０分の

６に過疎対策事業債を見込んでおります。 

 土佐清水ワールドを巡る旅委託事業３３万1,０００円は、平成２８年度に株式会社ワール

ド・ワンとの共催による土佐清水市の食をめぐる旅誘客モニターツアーを実施いたしましたが、

今回は神戸の土佐清水ワールド３店舗に市民参加によるツアーを実施することで、地産外商だ

けでなく、本市のアンテナショップとしてのＰＲ効果や機能などを実感していただくとともに、

株式会社ワールド・ワンとのさらなる連携を強めていくものであります。 

 １９節負担金、補助及び交付金5,７０９万円のうち、観光客誘客促進事業補助金４５５万

2,０００円は、足摺きらり及び椿祭りなどのイベント開催事業や、大阪、東京などへの観光客

誘客キャラバン、土佐清水ワールド利用者へのランチョンマットによる宣伝ＰＲや、本市への

誘客を特典とするアンケート調査を実施するものであります。財源につきましては、過疎対策

事業債ソフト分を見込んでおります。 

 ８６ページから８７ページをお願いします。 

 ５目ジオパーク推進費につきまして、ジオパーク推進担当の地域おこし協力隊にかかる隊員

２名の人件費並びに活動経費として、６８８万6,０００円を計上しております。財源につきま

しては、特別交付税措置が見込まれます。 

 １９節負担金、補助及び交付金1,５９５万6,０００円のうち、土佐清水ジオパーク推進協議
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会補助金1,５６９万7,０００円は、本市ジオパーク推進の実施主体を土佐清水ジオパーク推進

協議会とすることで、官民が協働しての推進活動を図ることを目的としておりまして、保全や

教育活動、ジオツーリズムやガイド養成などに要する経費、基本計画の策定や新規認定申請を

行う年度となるため、認定プレゼンテーション及び現地審査にかかる経費などを補助するもの

であります。財源につきましては、補助対象経費の２分の１の県補助金を見込んでおります。 

 ９０ページをお願いします。 

 ７款２項１目道路新設改良費につきまして、１３節委託料9,３３８万9,０００円のうち

9,２００万円には社会資本整備交付金事業で実施する市道橋定期点検のほか、下ノ加江橋橋梁

架替業務委託、市道市場寿汐見線などの実施設計等業務委託費を計上しています。 

 １５節工事請負費には、社会資本整備交付金事業で実施する市道長野市野々線、市道竜串平

ノ段城ノ峯線、市道宗呂野地線、市道天神町汐見線など合わせて市道１０路線の改良工事１億

7,３７５万円、市道改良単独工事5,２４０万円の合わせて２億2,６１５万円を計上しました。 

 ９２ページをお願いします。 

 ７款４項３目清水第三土地区画整理費につきまして、区画整理事業の平成２９年度完成に向

け、１９節負担金、補助及び交付金に１億3,５１２万9,０００円を計上しました。 

 ９７ページをお願いします。 

 ８款１項４目消防施設費につきまして、１５節工事請負費には下ノ段地区の耐震性貯水槽新

設工事や上ノ段地区の防火水槽防水工事など、合わせて1,０７７万円を計上しています。財源

につきましては、緊急防災・減災事業債を見込んでおります。 

 １８節備品購入費には消防団の機能強化を図るために、小型動力ポンプ付積載車２台の購入

費など合わせて1,９２９万4,０００円を計上しています。老朽化に伴う更新となります。財源

につきましては、緊急防災・減災事業債を見込んでおります。 

 ９８ページから９９ページをお願いします。 

 ６目災害対策費につきまして、１１節需要費９２０万7,０００円のうち３１３万円、１８節

備品購入費４８４万9,０００円の合わせて７９７万9,０００円は、災害時における水供給対策

として災害発生後の飲料水や生活用水を確保するため、地区防災拠点にペットボトル入り飲料

水及び飲料水持ち運び袋を配備し、あわせて貯水タンクにある水を配給するための給水車を購

入する経費を計上してます。財源につきましては、防災対策加速化基金繰入金を見込んでおり

ます。詳細は予算審議における事業説明書１２ページをご参照ください。 

 １３節委託料2,２７０万円のうち６２７万8,０００円、１５節工事請負費１億1,９６５万

7,０００円のうち9,４９９万4,０００円の合わせて１億１２７万2,０００円は、災害発生時に

おける地域の防災拠点施設としての機能及び平常時におけるコミュニティ活動の場としての機
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能を有した複合的な施設として、下ノ加江地区防災拠点施設設置のための施工監理費及び建設

工事費を計上しています。財源につきましては、緊急防災・減災事業債を見込んでおります。 

 １９節負担金、補助及び交付金9,２９７万9,０００円のうち地震発生時に倒壊の危険性が高

い老朽住宅の除却や耐震改修、コンクリートブロック塀の整備などにより、避難経路の封鎖を

未然に防止することを目的とした老朽住宅除却事業費補助金に４０件分4,１１２万円、木造住

宅耐震改修費補助金３０件分3,３７５万円、ブロック塀等耐震対策推進費補助金に１５件分

３０７万5,０００円など、自宅の家具の転倒等による被害を軽減するための家具転倒防止対策

等事業費補助金３５万5,０００円、今年度より電気火災を予防するためのブレーカーを強制的

に遮断する感震ブレーカーの購入及び取りつけ費用についても補助対象としております。また

２５節積立金1,１４０万円は、津波避難対策等加速化臨時交付金及び基金利息を防災対策加速

化基金へ積み立てをするものであります。 

 １０１ページをお願いします。 

 ９款１項２目事務局費につきまして、８節報償費６３万8,０００円のうち３０万円、９節旅

費１１４万円のうち８万8,０００円、１１節需用費７５万8,０００円のうち６万2,０００円の

合わせて４５万円は、小学校英語の教科化への対応や児童生徒の英語によるコミュニケーショ

ン能力の育成に向けて教員の指導力、英語力向上のため外国語コア・エリア推進会議の開催及

び研修等に要する費用を計上しております。財源につきましては、全額県補助金が見込まれま

す。詳細は予算審議における事業説明書１５ページをご参照ください。 

 １４節使用料及び賃借料２００万6,０００円のうち１７７万円は、奨学資金の償還金及び給

食費の収納管理システムを導入することによりまして、調定から口座振替、収納消込、滞納管

理事務等の台帳管理までをシステム化し、事務の正確性、効率化を図るための経費を計上して

います。詳細は予算審議における事業説明書１４ページをご参照ください。 

 １０２ページをお願いします。 

 ４目学校給食費につきまして、１３節委託料９８７万6,０００円のうち、９７９万

3,０００円、１５節工事請負費５億9,０３３万9,０００円のうち、５億9,０００万円の合わせ

て５億9,９７９万3,０００円は、学校給食施設建設にかかる工事監理費及び工事費を計上して

います。財源につきましては、国庫補助金及び過疎対策事業債を見込んでおります。 

 １０３ページから１０４ページをお願いします。 

 ９款２項１目学校管理費につきまして、８節報償費２０５万円のうち４万円、９節旅費２万

1,０００円のうち２万円、１１節需用費2,４０５万2,０００円のうち３３万4,０００円、

１４節使用料及び賃借料３０８万円のうち6,０００円の合わせて４０万円は、南海トラフ地震

に備え、学校を避難所とした体験的な防災教育プログラムを実践するため、中浜小学校、ＰＴ
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Ａ、地区住民等により実行委員会を組織し、１泊２日の防災キャンプを実施するための経費を

計上しています。財源につきましては、全額県補助金が見込まれます。詳細は予算審議におけ

る事業説明書１７ページをご参照ください。 

 １０５ページをお願いします。 

 ３目学校建設費につきまして、１３節委託料1,８９０万円、１５節工事請負費７億９００万

円の合わせて７億2,７９０万円は、清水小学校改築工事監理業務委託、体育館棟及び第２期の

校舎棟改築工事費を計上しています。財源につきましては、国庫補助金及び過疎対策事業債を

見込んでおります。 

 １８節備品購入費４７５万2,０００円は、清水小学校体育館用のパイプ椅子を購入するもの

であります。 

 １０８ページから１０９ページをお願いします。 

 ９款４項１目社会教育総務費につきまして、１節報酬２６万8,０００円のうち１５万

6,０００円、９節旅費１０万6,０００円のうち４万7,０００円、１１節需用費１２９万

6,０００円のうち４８万円、１３節委託料1,６６３万3,０００円のうち２４万9,０００円の合

わせて９３万2,０００円は、国・県・市が指定しております９７件の保護文化財について、文

化財保護審議会委員による現地調査や審議会の開催、老朽化した看板の再整備、文化財調査報

告書「土佐清水市の文化財」の改訂などを行う経費を計上しています。 

 １１０ページをお願いします。 

 ５目文化芸術振興費につきまして、１５節工事請負費1,１３４万6,０００円は、音響調整室

のパッチ盤の老朽化に伴う機器の取替改修とともに、パッチ操作をリモート化し、舞台からの

音響操作を可能とする舞台音響リモートパッチ設備改修工事に９９１万2,０００円、市民文化

会館のトイレ改修工事に１４３万4,０００円を計上しています。財源につきましては、過疎対

策事業債を見込んでおります。 

 １１１ページから１１２ページをお願いします。 

 ９款６項１目教育センター費につきましては、教育研究所、スクールソーシャルワーカー、

適応指導教室、少年補導センターが一体となり、子どもたちの健全育成に取り組むための予算

として、2,９７８万6,０００円を計上しています。 

 １１３ページをお願いします。 

 １１款１項１目元金につきまして、２３節償還金、利子及び割引料１５億1,５１５万円は、

起債の元金償還額を計上しておりますが、特定財源１億6,９５５万8,０００円のうち、１億

2,０００万円は、防災対策加速化基金繰入金を防災対策に関連する元金償還の財源として充当

しております。 
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 １１５ページから１１９ページにかけまして給与費明細書を、１２０ページに債務負担行為

にかかる調書を、１２１ページに地方債に関する調書をそれぞれ付しております。 

 次に、歳入について説明いたします。 

 １５ページをお願いします。 

 １款１項市民税につきましては、平成２８年度決算見込みにより、サンゴの水揚げによる課

税所得の減少が見込まれること、法人税率の引き下げ及び法人数の減少による影響、また前年

度の状況や景気の動向、徴収率などを勘案し、１目個人に４億7,０８３万6,０００円、２目法

人に5,３５１万円を計上しています。 

 ２項固定資産税につきましては、新たに太陽光発電の課税対象となる事業者が法人、個人合

わせて１３件あることから、償却資産分の増が見込まれること、また前年度の状況や徴収率な

どを勘案し、１目固定資産税に５億7,０９５万8,０００円、２目国有資産等所在市町村交付金

及び納付金に1,１１０万1,０００円を計上しています。 

 ３項軽自動車税につきましては、課税台数は減少傾向であり、グリーン化特例の導入が１年

延長となりますが、１３年経過車両に対する重課及び新税率適用車両の増が見込まれること、

また前年度の状況などから、台数を見込み、徴収率などを勘案した上で5,１８６万1,０００円

を計上しております。 

 １６ページをお願いします。 

 ４項市たばこ税につきましては、旧３級品の紙巻たばこの税率アップが見込まれるものの、

消費本数は年々減少していることから、8,６７８万2,０００円を計上しています。 

 ５項入湯税につきましては、前年度の状況などを勘案し、1,５７０万8,０００円を計上して

います。 

 ２款地方譲与税から１８ページ、９款地方交付税までは、平成２９年度地方財政計画や高知

県当初予算案等を参考に見込んでおります。地方交付税につきましては、普通交付税３２億

8,０００万円、特別交付税６億円を見込み、前年度比マイナス5.６％、２億3,０００万円減額

の３８億8,０００万円を計上しております。 

 １９ページから２１ページをお願いします。 

 １２款１項使用料につきましては、それぞれ施設の使用料、占用料を計上いたしました。

２項手数料につきましては、それぞれ事務業務にかかる手数料を計上しております。 

 ２１ページ、１３款１項国庫負担金から２９ページの１４款３項県委託金までは、歳出でも

説明いたしました各事業、業務の国や県の負担率、補助率等に基づいて計上したものでありま

すので、説明を省略させていただきます。 

 ３１ページをお願いします。 
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 １７款１項基金繰入金につきましては、３目財政調整基金繰入金１億6,０３９万8,０００円、

防災倉庫及び防災拠点施設の備蓄品や給水車の購入、起債元金償還などの財源として４目防災

対策加速化基金繰入金１億3,６１５万8,０００円、ジョン万次郎資料館リニューアルの財源と

して８目国際交流基金繰入金5,０００万円を計上しています。 

 ３６ページから３７ページをお願いします。 

 ２０款１項市債につきまして、１０目臨時財政対策債に２億5,０００万円、１１目退職手当

債に3,０００万円を計上しております。 

 １目総務債から９目災害復旧事業債までは、歳出事業の財源としてそれぞれ充当率に基づい

て計上いたしました。 

 ９ページをお願いします。 

 第２表、債務負担行為につきまして、事項ごとに期間、限度額を定めるものであります。 

 １０ページから１１ページをお願いします。 

 第３表、地方債につきましては、それぞれの起債の目的ごとに限度額、起債の方法、利率、

償還の方法を定めるものであります。 

 １ページをお願いします。 

 以上によりまして、平成２９年度土佐清水市一般会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ

１０６億4,０００万円となります。 

 なお、一時借入金の最高限度額は２０億円と定めるものです。 

 以上で、平成２９年度一般会計予算の説明とさせていただきます。ご審議のほど、よろしく

お願いいたします。 

○議長（仲田 強君） この際、午食のため、午後１時００分まで休憩いたします。 

          午前１１時４８分   休  憩 

          午後 １時００分   再  開 

○議長（仲田 強君） 休憩前に続いて会議を開きます。 

 午前に引き続き、予算案並びに条例案等に対する内容説明を求めます。 

 議案第５号「平成２８年度土佐清水市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）につい

て」、議案第８号「平成２８年度土佐清水市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につ

いて」、議案第１１号「平成２９年度土佐清水市国民健康保険事業特別会計予算について」及

び議案第１５号「平成２９年度土佐清水市後期高齢者医療特別会計予算について」の議案４件

について説明を求めます 

 市民課長。 

          （市民課長 二宮眞弓君登壇） 
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○市民課長（二宮眞弓君） それでは議案第５号「平成２８年度土佐清水市国民健康保険事業

特別会計補正予算（第３号）について」ご説明いたします。 

 補正予算書の１０ページ歳出からごらんください。 

 まず、３款１項１目後期高齢者支援金は、後期高齢者医療を運営するために、保険者が支出

する平成２８年度後期高齢者支援金の額が確定したことにより、当初予算計上額との差額

1,２６６万5,０００円を減額補正いたしました。これに伴い、２款１項１目一般保険者療養給

付費は、後期高齢者支援金が減額になった一般財源分を財源更正するものです。 

 次に歳入です。９ページをごらんください。歳出で説明いたしました減額補正となった同額

分を１１款２項６目雑入より、減額補正するものです。 

 次に１ページをお願いします。 

 以上によりまして、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出それぞれ1,２６６万

5,０００円を減額いたしまして、歳入歳出予算の総額は３３億3,２３０万5,０００円となりま

す。 

 以上で議案第５号「平成２８年度土佐清水市国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）」の説明を終わります。 

 続きまして、議案第８号「平成２８年度後土佐清水市期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）について」ご説明いたします。 

 補正予算書の７ページ、歳出からごらんください。 

 ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金のうち、１９節負担金、補助及び交付金

２１７万5,０００円は、平成２８年度納付金が２億7,６９０万1,０００円に確定しましたので、

既決予算の不足分を増額補正いたしました。 

 次に歳入です。６ページをごらんください。 

 １款１項１目特別徴収保険料及び２目普通徴収保険料は、当初予算で計上しておりました保

険料収入額より増額となる見込み分、６１３万3,０００円を増額補正いたしました。 

 ３款１項２目保険基盤安定繰入金は、平成２８年度分が確定いたしましたので、当初予算計

上額との差額３９５万8,０００円を減額補正するものです。 

 次に１ページをごらんください。 

 以上によりまして、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２１７万5,０００円を追

加いたしまして、歳入歳出予算の総額はそれぞれ２億8,４９９万7,０００円となります。 

 以上で、議案第８号「平成２８年度土佐清水市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）」の説明を終わります。 

 続きまして、議案第１１号並びに議案第１５号についてご説明いたします。 
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 まず、平成２９年度に改正される制度の主だったものの概要を説明いたします。 

 １点目といたしまして、国保における高額療養費制度の自己負担限度額は、被保険者の所得

に応じて設定され、なおかつ現在は７０歳以上になると限度額が低くなる仕組みとなっており

ますが、現役並みの所得がある方については、平成２９、３０年度の２段階に分けて、限度額

を上げることとし、平成３０年８月からは年齢による金額の差がないものとなります。ただし、

住民税が非課税である場合は現行のままで変更はありません。 

 ２点目といたしまして、被保険者の所得に応じて国保税が７割、５割、２割軽減される仕組

みがありますが、このうち５割と２割の軽減対象者の枠が拡大されます。 

 ３点目といたしまして、６５歳以上で医療療養病床に入院するときの居住費が平成２９、

３０年度の２段階に分けて増額されることになっております。なお、賦課限度額につきまして

は、平成２９年度は見直しはないまま、現行のままとなっております。 

 さて、予算編成でありますが、人口減少に伴い、国保被保険者数も減少しておりますので、

それを見込んでの国保税を、一方で被保険者１人当たりの療養費は２８年度は前年度に比べ多

少落ちついてはおりますが、依然高どまりしてる状態で、さらに１人当たりの高額療養費が増

額してる状況ですので、これらの医療費の動向等を考慮した上で予算計上をしております。 

 それでは、議案第１１号「平成２９年度土佐清水市国民健康保険事業特別会計予算につい

て」主だったものを歳出から説明いたします。 

 １３７ページをごらんください。 

 １款１項総務管理費は、国保運営を行うための人件費や事務費及び専門的、また効率的に業

務を行うための事業の委託料や負担金を計上しております。 

 次に１３８ページをごらんください。 

 １款２項１目賦課徴収費、１１節負担金は幡多広域租税債権管理機構へ支出するもので、本

市負担見込み額の４割相当額３７８万6,０００円を国保分として予算措置しております。 

 次に同ページ下の段から１４１ページ上段、上の段までの２款保険給付費は、外来、入院や

調剤などにかかる療養給付費及び高額療養費などでありまして、年間平均被保険者数を

4,６２２人で見込み、１人当たりの医療費、伸び率、過去の実績等を勘案し、２款全体で

１８億8,２９４万1,０００円を計上しております。 

 同じく１４１ページ中段の３款１項１目後期高齢者支援金につきましては、後期高齢者医療

会計における、いわゆる公費５対保険者４対被保険者１の４の部分に当たる保険者である本市、

国保の負担分でありまして、１人当たり５万8,９４６円で概算見込みを行い、過年度の精算分

を調整し計上いたしました。 

 次に１４２ページ、６款介護納付金につきましては、国保の４０歳以上６５歳未満の第２号
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被保険者数を1,８６７人、１人当たり７万3,０７１円で概算見込みを行い過年度の精算分を調

整し計上いたしました。 

 同ページ下の段から１４３ページ上の段の７款共同事業拠出金は、国保連合会が実施主体と

なり、高額な医療に対する再保険的な事業を県下全市町村で行っております事業への拠出金で

す。 

 １目高額療養費共同事業医療費拠出金は、１件８０万円以上のレセプトを対象に国及び県が

各４分の１を負担し財政調整を行い、また３目保険財政共同安定化事業拠出金は医療費実績、

被保険者数割により見込み額を算出、７款合計予算額として６億８４６万6,０００円を計上し

ております。 

 同ページ下の段の８款１項特定健康診査等事業費では４０歳から７４歳までの被保険者の生

活習慣病に関する健康診査等を実施するため、集団及び個別の特定健康診査委託料や健診結果

に基づく特定保健指導関係経費として、1,７６３万4,０００円を計上しております。 

 １４４ページ、８款２項保険事業費では、疾病の予防、早期発見による重症化、長期化の防

止や健康の保持増進を目的に、糖尿病予防、健康展の開催、ジェネリック医薬品普及促進事業

費等を計上しております。ジェネリック医薬品の使用促進のお知らせは、対象年齢を従来

４０歳以上としていたものを平成２８年度からは対象者を全年齢に拡大して実施しております。 

 次に１４６ページをごらんください。 

 １２款繰上充用金は平成２６年度に発生した赤字補てんのために、平成２７年度決算時にお

いて翌年度予算より拠出した7,５１０万4,０００円、平成２８年度決算においても現段階で

１億2,９９５万4,０００円の赤字が見込まれ、これを平成２９年度予算より補てんするため、

合わせて２億５０５万8,０００円を計上しております。 

 次に歳入に移ります。 

 １３１ページをごらんください。 

 １款国民健康保険税は、被保険者の減少及び過去の税収実績、平成２８年度の収納見込み額

や保険基盤安定にかかる軽減額等を考慮し、４億３６２万6,０００円を計上しております。 

 次に１３２ページ、３款国庫支出金から１３３ページ、６款県支出金につきましては、医療

給付費の見込み額、後期高齢者支援金、介護納付金、前期高齢者交付金、保険税収や被保険者

数等を基礎数値として、それぞれの負担割合で見込んでおります。 

 次に１３４ページからの７款共同事業交付金は、過去３年間の推移及び平成２８年度の決算

見込みから、５億8,００４万5,０００円を計上しております。 

 １３４ページ下段の９款繰入金は、法定分として２億2,０７４万9,０００円、法定外、これ

は中学生までの医療費無料化による影響額として７７５万6,０００円、合計２億2,８５０万



 

－ 33 － 

5,０００円を一般会計から繰り入れるものです。 

 次に１３６ページをごらんください。 

 １１款２項６目雑入には、平成２８年度決算見込み額時における繰上充用金２億５０５万

8,０００円と、平成２９年度予算における財源不足に対する、対応する空財源として

2,１７９万8,０００円、予備費に充当する5,０００万円、合計２億7,６８５万5,０００円を計

上しております。予備費に充当する5,０００万円を除く２億2,６８５万5,０００円が現段階で

見込まれる赤字分となります。 

 次に１２３ページをごらんください。 

 以上によりまして、平成２９年度国民健康保険事業特別会計の予算の総額は、歳入歳出それ

ぞれ３２億1,１３７万8,０００円となります。条文の第２条で、一時借入金の借り入れ最高額

を４億円と定めております。第３条では、歳出予算の各項間で流用することができる場合を定

めておりまして、２款保険給付費を対象としております。 

 続きまして、議案第１５号「平成２９年度土佐清水市後期高齢者医療特別会計予算につい

て」であります。 

 まず、平成２９年度における後期高齢者医療保険料に関する条例改正についてご説明いたし

ます。 

 後期高齢者医療におきましても、先に説明いたしました国保と同様、保険料の２割軽減及び

５割軽減の対象が拡大されることになります。一方で、平成２０年度から後期高齢者医療制度

が施行されるに当たり、被保険者の負担額の激変緩和の観点から予算による特例措置として保

険料が軽減される仕組みがありましたが、平成２９、３０年度の２カ年で、段階的に本則、本

来のルールに戻すことになっておりまして、これにより被保険者が負担する保険料は増額とな

ります。 

 それでは２１４ページの歳入から説明いたします。 

 １款１項後期高齢者医療保険料は、平成２９年度現年分として、被保険者数を3,４６９人、

１人当たり保険料を５万7,０３２円と見込み、そのうち特別徴収分の割合を57.８％、普通徴

収分を42.２％と見込んで計上しています。 

 ３款１項２目保険基盤安定繰入金は、保険料の軽減措置による減収となる額に対して一般会

計から繰り入れするものであり、財源の４分の３が県負担金となっております。 

 次に、２１６ページからの歳出について説明いたします。 

 １款総務費は、人件費など事務に必要な経費を計上しております。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金は、歳入で説明いたしました保険料と保険基盤安定繰入

金、延滞金及び繰越金を財源として、広域連合に納付するものであります。 
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 次に、２０９ページをごらんください。 

 以上によりまして、平成２９年度後期高齢者医療特別会計の予算総額は、歳入歳出３億

２４０万2,０００円となります。 

 以上で予算説明を終わります。ご審議の上、適切な決定を賜りますようどうぞよろしくお願

いいたします。 

○議長（仲田 強君） 次に、議案第６号「平成２８年度土佐清水市指定介護老人福祉施設事

業特別会計補正予算（第３号）について」、議案第７号「平成２８年度土佐清水市介護サービ

ス事業特別会計補正予算（第２号）について」、議案第１３号「平成２９年度土佐清水市指定

介護老人福祉施設事業特別会計予算について」及び議案第１４号「平成２９年度土佐清水市介

護サービス事業特別会計予算について」の議案４件について説明を求めます。 

 しおさい園長。 

          （しおさい園長 山本弘子君登壇） 

○しおさい園長（山本弘子弓君） お疲れさまです。 

 議案第６号「平成２８年度土佐清水市指定介護老人福祉施設事業特別会計補正予算（第

３号）について」ご説明します。 

 まず、歳出からご説明いたします。 

 補正予算書の７ページをお願いいたします。 

 １款１項１目一般管理費、４節共済費４９０万円、７節賃金９０万円合わせて５８０万円の

減額は、職員共済費と臨時賃金の決算見込み額を精査したところによる減額です。 

 次に６ページ、歳入をお願いいたします。 

 １款１項１目１節施設介護サービス費収入4,６９８万6,０００円と、１款２項１目１節自己

負担金収入１６３万3,０００円の合わせて4,８６１万9,０００円が当初見込み額より歳入不足

となります。 

 ５款１項１目１節特別養護老人ホーム事業基金繰入金から６３６万4,０００円と、５款２項

１目１節一般会計繰入金から3,６４５万5,０００円をそれぞれ繰り入れすることで、先に説明

しました減額分と調整するものです。 

 １ページをお願いいたします。 

 以上によりまして、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ５８０万円を減額し、

歳入歳出予算の総額は３億9,５７５万9,０００円となります。 

 以上で、議案第６号「平成２８年度土佐清水市指定介護老人福祉施設事業特別会計補正予算

（第３号）」の説明を終わります。 

 次に、議案第７号「平成２８年度土佐清水市介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）
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について」ご説明します。 

 補正予算書の６ページをお願いいたします。 

 歳入、１款１項１目１節短期入所生活介護費収入６５６万7,０００円と１款２項１目１節自

己負担金収入１８６万2,０００円、２節自己負担金軽減分収入２６万7,０００円、１款３項

１目１節特定入所者介護サービス費収入５７万8,０００円合わせて９２７万4,０００円が当初

予算見込み額より不足するため、４款２項１目１節一般会計繰入金９２７万4,０００円を補正

計上するものです。 

 １ページをお願いいたします。 

 以上によりまして、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに

補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」となります。 

 以上で議案第７号「平成２８年度土佐清水市介護サービス事業特別会計補正予算（第

２号）」の説明を終わります。 

 続きまして、議案第１３号「平成２９年度土佐清水市指定介護老人福祉施設事業特別会計予

算について」主なものをご説明いたします。 

 まず、歳出からご説明します。 

 予算書の１８８ページをお願いいたします。 

 １款１項１目一般管理費では、歳出総額３億3,９６２万円を計上しております。 

 主なものとして、２節給料１億3,６４４万円、３節職員手当等7,３９８万3,０００円、４節

共済費5,２００万4,０００円で、計２億6,２４２万7,０００円を計上しております。 

 ７節賃金は、臨時賃金、嘱託賃金合わせて6,２９４万5,０００円を計上しております。 

 次に、１３節委託料として、夜間警備等の業務委託として６１１万9,０００円を計上してお

ります。 

 次に、１８９ページをお願いいたします。 

 ２款１項１目施設介護サービス事業費で5,３０６万4,０００円を計上しております。主なも

のとして、１１節需用費4,８８６万8,０００円の内訳は、賄材料費2,８３３万4,０００円、光

熱水費、1,０９０万8,０００円が主なものとなっております。 

 次に１８６ページ、歳入についてお願いいたします。 

 １款１項１目施設介護サービス費収入２億7,８７３万2,０００円並びに２項１目自己負担金

収入5,９４６万8,０００円合わせて３億3,８２０万円を見込み、当初予算計上をいたしました。 

 ３項１目特定入所者介護サービス費収入は、低所得者の負担軽減措置であり、4,３９７万

7,０００円を計上しております。 

 次に１８１ページをお願いいたします。 
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 これにより、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億9,３１８万4,０００円となりま

す。 

 次に、議案第１４号「平成２９年度土佐清水市介護サービス事業特別会計予算について」主

なものを説明いたします。 

 まず、歳出からご説明いたします。 

 予算書の２０４ページをお願いいたします。 

 １款１項１目短期入所生活介護事業費では、歳出総額3,５８６万9,０００円を計上しており

ます。主なものとして、２節給料1,２８１万7,０００円、３節職員手当等７５９万1,０００円、

４節共済費４９１万9,０００円で、計2,５３２万7,０００円、７節賃金４６５万2,０００円、

賄材料費含む１１節需用費５４２万6,０００円を計上しております。 

 次に２０２ページ、歳入をお願いいたします。 

 １款１項１目居宅介護サービス費収入、１節短期入所生活介護費収入として2,６１４万

4,０００円、２項１目１節自己負担金収入、２節軽減分収入を合わせて７４９万円、３項特定

入所者介護サービス等費収入で２２３万1,０００円を計上しています。 

 次に１９７ページをお願いいたします。 

 これにより、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ3,５８６万9,０００円となります。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（仲田 強君） 次に、議案第９号「平成２８年度土佐清水市水道事業会計補正予算

（第１号）について」及び議案第１７号「平成２９年度土佐清水市水道事業会計予算につい

て」の議案２件について説明を求めます。 

 水道課長。 

          （水道課長 楠目 生君登壇） 

○水道課長（楠目 生君） 議案第９号「平成２８年度土佐清水市水道事業会計補正予算（第

１号）について」ご説明いたします。 

 補正予算書の３ページをお願いします。 

 主な変更は、当初予定していた簡易水道整備事業の確定により、既決予算との差額を減額補

正するものです。 

 支出のほうから説明いたします。 

 資本的支出で、１款１項１目工事請負費２億8,７１４万5,０００円の減額は、窪津簡易水道

整備事業で１億8,２６５万7,０００円を減額、津呂権現・大谷簡易水道整備事業で１億

2,４７１万3,０００円を減額、下ノ加江簡易水道整備事業で2,５２２万5,０００円を増額、配

水管布設工事で５００万円を減額するものです。それに伴い資本的収入で、１款１項１目企業
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債１億5,４００万円の減額、１款３項１目簡易水道施設整備補助金１億２１６万円の減額で合

計２億5,６１６万円の減額となります。 

 １ページをお願いします。 

 以上によりまして、資本的収入の合計は既決予算額５億1,３４２万1,０００円が、２億

5,６１６万円の減額となり２億5,７２６万1,０００円、資本的支出の合計は既決予算額６億

7,０１１万4,０００円が２億8,７１４万5,０００円の減額となり、３億8,２９６万9,０００円

となります。 

 以上で、「平成２８年度土佐清水市水道事業会計補正予算（第１号）について」の説明を終

わります。 

 次に、議案第１７号「平成２９年度土佐清水市水道事業会計予算について」ご説明いたしま

す。 

 予算書の２３７ページをお願いします。 

 第２条の業務の予定量につきましては、給水戸数を7,０２４戸、前年度より１３０戸の減と

見込みました。主要な建設改良費は、工事請負費として、４億４３６万3,０００円を計上しま

した。 

 第３条の収益的収入及び支出につきましては、営業活動についての予算です。収入の合計は、

第１款水道事業収益として３億2,２２６万1,０００円、支出の合計は第１款水道事業費用とし

て３億３２９万5,０００円を計上しました。 

 次に、２３８ページの第４条の資本的収入及び支出につきましては、主に施設の建設改良費

に関わる予算です。収入の合計は、第１款資本的収入として３億8,５３０万4,０００円、支出

の合計は第１款資本的支出として５億９５４万9,０００円を計上しました。 

 ２４３ページをお願いします。 

 平成２９年度予定のキャッシュフロー計算書です。現金の増減をあらわしています。期末残

高は２億7,９３３万3,５１０円を見込んでいます。 

 ２４８ページから２５１ページまでは、平成２８年度予定の貸借対照表です。保有する全て

の資産、負債、資本を示したものです。 

 ２４９ページ、１番下の資産の合計は、２８年度末の予定額として、３９億7,７９８万

9,５５７円となり、２５１ページの１番下の負債・資本の合計額と一致します。 

 ２５２ページから２５５ページまでは、平成２９年度予定の貸借対照表です。２５３ページ

１番下の資産の合計は、２９年度末の予定額として４２億2,１１０万1,６９３円となります。 

 ２５６ページから２５８ページまでは、平成２８年度予定の損益計算書です。１年間の収益

と費用を見込んだ、営業成績を示したものです。 
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 ２５８ページの１番下から４番目にあります、平成２８年度の純利益は２７５万6,６７９円

を見込んでいます。 

 ２５９ページをお願いします。 

 収益的収支と資本的収支の款項目別の明細となります。主なものについて、ご説明いたしま

す。 

 まず、収益的収入につきまして、１款１項１目上水道給水収益の水道使用料は１億

4,６７７万円、４目簡易水道給水収益の水道使用料は１億８０３万7,０００円を計上して、上

水道、簡易水道の合計で２億5,４８０万7,０００円、前年度より１４８万2,０００円の減額を

見込んでいます。 

 ２６０ページをお願いします。 

 営業外収益、４目長期前受金繰入額4,８５３万2,０００円は、補助金、負担金、受贈財産に

かかる減価償却費及び除却費となります。 

 ２６１ページからは、収益的支出です。 

 ２６２ページをお願いします。 

 １款１項２目上水道給水及び配水費の委託料６０４万3,０００円のうち４１５万8,０００円

は、漏水調査を専門業者に委託するものです。 

 ２６３ページをお願いします。 

 ４目上水道総経費の委託料1,３５８万4,０００円のうち５４０万円は、水道事業経営戦略策

定の委託料です。詳細は予算審議における事業説明書２０ページをご参照してください。 

 ２６４ページをお願いします。 

 ８目簡易水道原水及び浄水費の委託料９３３万3,０００円のうち４７９万7,０００円は、職

員削減に伴い、従来から民間委託を行ってきた東部６施設、半島８施設、西部５施設の管理費

です。 

 ２６８ページをお願いします。 

 資本的収入につきまして、１款１項１目企業債２億1,１８０万円は、窪津簡易水道整備事業

に8,３４０万円、津呂権現・大谷簡易水道整備事業に１億７００万円、三崎上水道水道整備事

業に2,１４０万円を借り入れするものです。 

 ３項１目簡易水道施設整備費１億2,２４５万円は、窪津簡易水道整備事業にかかる国庫補助

金5,１０５万円と、津呂権現・大谷簡易水道整備事業にかかる国庫補助金7,１４０万円です。 

 ３項２目上水道施設整備費2,１４４万8,０００円は、三崎上水道水道整備事業にかかる国庫

補助金となります。 

 ２６９ページをお願いします。 
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 資本的支出につきまして、１款１項１目拡張改良費の工事請負費４億４３６万3,０００円は、

窪津簡易水道整備事業に１億6,９００万円、津呂権現・大谷簡易水道整備事業に１億

8,７４６万6,０００円、三崎上水道水道整備事業に4,２８９万7,０００円、漏水対策のための

配水管布設工事として５００万円を計上しました。 

 ２７０ページをお願いします。 

 ２項企業債償還金の合計で、7,７８３万4,０００円は、上水道と簡易水道についての起債の

元金分です。 

 以上で、説明を終わります。ご審議のほど、よろしくお願いします。 

○議長（仲田 強君） 次に、議案第１２号「平成２９年度土佐清水市介護保険特別会計予算

について」説明を求めます。 

 健康推進課長。 

          （健康推進課長 戒井大城君登壇） 

○健康推進課長（戒井大城君） 議案第１２号「平成２９年度土佐清水市介護保険特別会計予

算について」主なものを説明いたします。 

 予算書の１６５ページをお願いします。 

 歳出から説明いたします。 

 １款１項１目一般管理費は、事務職員の人件費等として2,９７９万9,０００円を計上しまし

た。 

 １６６ページをお願いします。 

 １款３項２目認定調査等費は、介護認定調査員の人件費並びに１２節役務費、手数料として、

認定申請に伴う主治医意見書料など、合計で2,５０１万3,０００円を計上しました。 

 １６７ページから１６９ページをお願いします。 

 ２款１項介護サービス等諸費の１目から１０目までは、居宅介護サービス給付費など介護サ

ービス関連費用として、給付費見込み額により１６８ページになりますが、合計で１５億

7,８１２万5,０００円を計上しました。 

 ２款２項介護予防サービス等諸費の１目から８目までは、要支援１、２の方を対象とする給

付費として、介護予防サービス給付費など１６９ページになりますが、合計で5,３０６万

2,０００円を計上しました。 

 １７０ページをお願いします。 

 ２款４項１目高額介護サービス費、１９節負担金、補助及び交付金は、要介護１から５の方

が対象となるサービスで、同じ月に利用したサービスの自己負担の合計額が一定の額を超えた

場合、その超えた金額を支給するもので、5,０４０万円を計上しました。 
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 １７１ページをお願いします。 

 ２款６項特定入所者介護サービス等費の１目から４目までは、低所得の要介護者が施設サー

ビス等を利用したときの食費、居住費の補足給付サービス費として合計8,７７４万1,０００円

を計上しました。 

 １７２ページから１７４ページをお願いします。 

 ４款１項１目介護予防生活支援サービス事業費は、訪問型サービス、通所型サービスを行う

介護予防生活支援総合事業など、１７２ページになりますが、2,６３２万1,０００円を計上し

ました。 

 ４款２項１目一般介護予防事業費は、介護予防普及啓発、地域介護予防活動支援事業など、

一般高齢者等の介護予防事業として、１７３ページになりますが、3,５５１万2,０００円を計

上しました。 

 ４款３項１目包括的支援事業費は、総合相談支援事業や、認知症対策、在宅医療介護連携推

進事業を行う高齢者包括的支援事業など、4,５１１万3,０００円、同じく２目任意事業費は配

食サービスや、成年後見制度普及啓発・相談支援事業を行う高齢者任意事業など、９９４万

4,０００円を計上しました。 

 次に１６０ページ、歳入をお願いします。 

 １款１項１目第１号被保険者保険料は、保険料を段階別に積み上げた保険料見込み額として、

１節現年度分特別徴収保険料２億9,５２０万7,０００円、２節現年度分普通徴収保険料

2,９５１万9,０００円を計上しました。 

 ３款１項１目介護給付費負担金は、１節現年度分として、負担割合に基づき３億1,０８９万

3,０００円を計上しました。 

 ３款２項１目調整交付金、１節現年度分調整交付金１億7,３７９万円は、本来の負担割合は

５％ですが、本市の後期高齢者の割合や所得にかかる調整等により、9.４２％として、給付費

見込み額及び総合事業費見込み額に乗じて計上しました。 

 １６１ページをお願いします。 

 ３款２項２目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）は、１節現年度分と

して負担割合に基づき1,３５３万1,０００円を計上しました。 

 同じく３目地域支援事業交付金（総合事業以外の地域支援事業）は、１節現年度分として負

担割合に基づき2,１４７万2,０００円を計上しました。 

 ４款１項支払基金交付金は、２号被保険者分として負担割合に基づき、１目介護給付費交付

金、２目地域支援事業支援交付金合わせて５億1,６５７万6,０００円を計上しました。 

 ５款１項県負担金、１目介護給付費負担金は、１節現年度分として負担割合に基づき２億
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6,６７１万4,０００円を計上しました。 

 １６２ページをお願いします。 

 ５款２項県補助金は、１目地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）、２目

地域支援事業交付金（総合事業以外の地域支援事業）を地域支援事業費見込み額に対し、負担

割合に基づき合わせて1,９１９万3,０００円を計上しました。 

 ７款１項１目介護給付費繰入金の１節現年度分２億2,２１５万7,０００円は、給付費見込み

額に対し、負担割合に基づき計上しました。 

 同じく２目地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業）として８４５万

9,０００円、３目地域支援事業繰入金（総合事業以外の地域支援事業）として1,０７３万

6,０００円をそれぞれ、地域支援事業費見込み額に対し、負担割合に基づき計上しました。 

 １６３ページをお願いします。 

 同じく、４目低所得者保険料軽減繰入金は所得区分の第１段階の保険料を軽減するため、

５４３万1,０００円を計上しました。 

 同じく、５目その他一般会計繰入金は、職員給与費等として5,８２１万3,０００円を計上し

ました。 

 一般会計からの繰入金は、合計３億４９９万7,０００円となります。 

 ７款２項１目介護給付費等準備基金繰入金は、介護給付費等に充てるため３６３万

8,０００円を計上しました。 

 １５３ページをお願いします。 

 以上によりまして、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１９億7,８６６万2,０００円

を計上しました。なお、一時借入金の借り入れ最高額は、２億円と定めました。 

 以上、審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（仲田 強君） 次に、議案第１６号「平成２９年度土佐清水市再生可能エネルギー事

業特別会計予算について」説明を求めます。 

 環境課長。 

          （環境課長 坂本和也君登壇） 

○環境課長（坂本和也君） 議案第１６号「平成２９年度土佐清水市再生可能エネルギー事業

特別会計予算について」ご説明いたします。 

 予算書の２２９ページ、歳出からお願いいたします。 

 １款１項１目一般管理費、２節給料８３０万6,０００円から３節職員手当等３６２万

6,０００円、４節共済費２６２万4,０００円は、職員２名分の人件費を計上しております。 

 同じく、１１節需用費６０万6,０００円、１２節役務費４０６万円、１３節委託料３２２万
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2,０００円は、中浜と太田発電施設２カ所の電気設備保守点検、機械警備、清掃管理委託、損

害保険料及びパワコンを一定温度に保つための冷暖房機器の電気料を、２７節公課費７５０万

円は、売電収入にかかる消費税分を見込んでおります。 

 ２３０ページをお願いします。 

 ２款１項１目再生可能エネルギー事業推進費、１９節負担金、補助及び交付金２５０万円は、

一般家庭にソーラーパネルを設置する市単独補助金でございます。 

 同じく２５節積立金1,７９４万円は、２９年度分の売電収入から歳出を差し引いた額を積み

立てるものであります。 

 ３款１項１目元金及び２目利子は、平成２６年度に電気事業債として借り入れした起債７億

3,４３０万円の償還分3,７５３万4,０００円と利息分５０９万4,０００円、合計4,２６２万

8,０００円を計上しております。 

 ４款１項１目予備費４００万円は、特別会計内で不足が生じたときのために計上いたしまし

た。 

 ２２８ページ歳入をお願いします。 

 ３款１項１目１節売電収入9,５０３万5,０００円は、中浜発電所3,６４７万7,０００円、太

田発電所5,８５５万8,０００円の売電収入を見込んで計上しております。 

 ３款２項１目１節雑入２００万円は、県、市、民間で太田と足摺岬中学校校庭へ設置した、

太陽光発電会社こうち・しみずメガソーラーからの配当金を見込み計上しております。 

 ２２３ページをお願いします。 

 以上によりまして、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ9,７０３万6,０００円となり

ます。また、一時借入金の借り入れ最高額は2,０００万円と定めております。 

 以上で、平成２９年度土佐清水市再生可能エネルギー事業特別会計予算の説明を終わります。

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（仲田 強君） 次に、報告第３号「専決処分した事件の報告について（土佐清水市駐

車場設置条例の一部を改正する条例の制定について）」から報告第５号「専決処分した事件の

報告について（土佐清水市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正

する条例の制定について）」までの報告３件並びに議案第１８号「土佐清水市津波避難施設の

設置及び管理に関する条例の制定について」から議案第２７号「訴えの提起について」までの

議案１０件、計１３件について説明を求めます。 

 総務課長。 

          （総務課長 木下 司君登壇） 

○総務課長（木下 司君） それでは、条例案等について説明をいたします。 
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 済みませんが、議案綴りをお願いいたします。 

 報告第３号「専決処分した事件の報告について（土佐清水市駐車場設置条例の一部を改正す

る条例の制定について）」議案綴りの１ページから２ページです。 

 道路交通法第３条に規定する自動車の種類に新たに「準中型自動車」が付加されたことに伴

い、駐車場を利用できる自動車の種類を追加したもので、市長の専決処分事項の指定について、

第４号に基づき、平成２９年１月３０日、専決処分しましたので、報告するものです。 

 報告第４号「専決処分した事件の報告について（土佐清水市個人情報保護条例等の一部を改

正する条例の制定について）」議案綴りの３ページから４ページです。 

 平成２７年９月９日に、個人情報の保護に関する法律及び行政手続における特定個人を識別

するための番号の利用等に関する法律の一部を改正する法律が公布され、個人情報の保護に関

する法律と行政手続における特定の個人を識別するための利用等に関する法律があわせて改正

されることになりました。改正法第６条における番号法の改正については、番号法附則第１条

第５号に掲げる規定の施行の日からとされていたが、平成２９年５月３０日から施行すること

になりました。これに伴い、特定個人情報の提供制限について、条例で定める独自利用事務の

情報連携を提供制限の例外とする事項が、番号法第１９条第８号に追加され、また、番号法第

２６条が追加され、同法第２３条（情報提供記録）の規定が準用されることとなります。この

ため、引用する番号法の条ずれ及び引用する番号法の規定の整備を行う改正が必要になりまし

たので、市長の専決処分事項の指定について、第４号に基づき、平成２９年２月３日、専決処

分しましたので、報告をするものです。 

 報告第５号「専決処分した事件の報告について（土佐清水市個人番号の利用及び特定個人情

報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について）」議案綴りの５ページから６ペ

ージです。 

 報告第４号と同様に、平成２７年９月９日に個人情報の保護に関する法律及び行政手続にお

ける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の一部を改正する法律が公布され、

番号法第１９条第８号に規定する特定個人情報の提供制限についての例外事項の追加による条

例中の引用法令の条ずれの整備を行う改正が必要となりましたので、専決処分の報告をするも

のです。 

 議案第１８号「土佐清水市津波避難施設の設置及び管理に関する条例の制定について」議案

綴りの２１ページから２３ページです。 

 南海トラフ地震等により発生する津波から、市民の生命及び身体の安全を守る目的で設置し

た津波避難施設の設置及び管理に関する条例の制定です。 

 議案第１９号「土佐清水市救急ヘリコプター用燃料備蓄倉庫の設置及び管理に関する条例の
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制定について」議案綴りの２４ページから２６ページです。 

 南海トラフ地震等により発生する被害から市民の生命を守るために活動する救急ヘリコプタ

ーの燃料を確保する備蓄施設として、土佐清水総合公園内に建築している救急ヘリコプター用

燃料備蓄倉庫が年度内に完成しますので、設置及び管理に関する条例を制定するものです。 

 議案第２０号「土佐清水市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について」議案綴りの

２７ページから２８ページです。 

 介護保険料の軽減対策の財源となる消費税増額に関し、消費税率の１０％への引き上げが平

成３１年１０月まで先送りされたことに伴い、介護保険料第１段階の軽減措置の適用は現条例

では、平成２７年度から平成２８年度の２年間の規定となっており、平成２９年度も適用する

ための条例の一部改正です。 

 議案第２１号「土佐清水市地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例の制定について」議案綴りの２９ページから３０ページです。 

 介護保険法施行規則の一部が改正されたことに伴い、地域包括支援センター等に置かれる主

任介護支援専門員について、更新制が導入され更新時における新たな研修が創設されました。

このため条例中の主任介護支援専門員の定義について、条例の一部を改正するものです。 

 議案第２２号「土佐清水市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて」議案綴りの３１ページから３２ページです。 

 平成２９年７月１日から通勤に使用している職員等の自動車について、駐車場使用料を徴収

することになりましたので、条例第１７条の２に給与からの控除を（５）として追加する条例

の一部改正です。また、使用料等の詳細については、職員駐車場規則を新たに制定をいたしま

す。 

 議案第２３号「土佐清水市特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償支給条例の一部を

改正する条例の制定について」議案綴りの３３ページから３４ページです。 

 土佐清水市子どもの見守り体制推進事業実施要綱の制定に伴い、平成２９年度から児童虐待

防止対策コーディネーターを配置し、児童虐待の防止体制を図ることになりましたので、今回、

条例に児童虐待防止対策コーディネーター、月額１６万5,０００円を追加する条例の一部改正

です。 

 議案第２４号「土佐清水市奨学資金貸与条例の一部を改正する条例の制定について」議案綴

りの３５ページから３６ページです。 

 貸与した奨学資金の返還金を一定の条件を満たした場合に助成を受けることができるよう、

現条例の２２条を２３条とし、見出しについても（実施の細目）から（委任）に改める、また、

（奨学資金返還金の助成）を２２条に新たに加え、第１項に「奨学生は返還した奨学資金につ
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いて一定の条件を満たした場合に助成を受けることができる。」また第２項に「前項の規定に

ついては土佐清水市人材育成奨学資金等助成金交付要綱で定める。」を追加する条例の一部改

正です。 

 議案第２５号「工事委託協定の変更について」議案綴りの３７ページです。 

 平成２８年９月会議で議決していただきました議案第７２号「工事委託協定の締結につい

て」の下ノ加江川他インフラ関連河川改修工事（市道船場長野線大規模更新事業）について、

高知県と工事委託協定を締結し、実施しております件について新設橋台の構造条件及び右岸側

の仮設工事の変更により、事業費の減及び市負担額の減となりましたので、地方自治法第

９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものです。 

 議案第２６号「住居表示を実施すべき市街地の区域及び当該区域内の住居表示の方法につい

て」議案綴りの３８ページから２９ページです。 

 住居表示に関する法律第３条第１項の規定による清水第三土地区画整理区域内の住居表示の

方法について、区域を定める住居表示の方法を街区方式によるものとすることについて、議会

の議決を求めるものです。 

 議案第２７号「訴えの提起について」議案綴りの４０ページです。 

 平成６年１月１０日、市営住宅グリーンハイツ団地に入居し、平成２５年５月まで入居して

いた男性、現在は高知市在住の相手方に対し、平成１０年８月分から平成２５年３月分までの

市営住宅使用料のうち、未納分１４８万8,５００円の支払いを求める訴えの提起について、地

方自治法の規定により議会の議決を求めるものです。 

 以上、ご審議につきまして、よろしくお願いいたします。 

○議長（仲田 強君） 以上で、予算案並びに条例案等に対する内容説明を終わります。 

 ただ今、市長から議案第２８号「工事請負契約の締結について」の議案が提出されました。 

 お諮りいたします。 

 この際、議案第２８号を日程に追加し、議題といたしたいと思います。 

 これにご異議の方はございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（仲田 強君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第２８号を日程に追加し、議題とすることに決しました。 

 議案第２８号を議題といたします。 

 職員に議案の朗読をいたさせます。 

（職員朗読） 

○議長（仲田 強君） 朗読は終わりました。 
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 この際、提出者に提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

          （市長 泥谷光信君登壇） 

○市長（泥谷光信君） ただ今、ご提案いたしました議案第２８号「工事請負契約の締結につ

いて」提案理由のご説明を申し上げます。 

 本案は、現在改築中の清水小学校の第２期改築工事に関する工事請負契約の締結についてで

あります。 

 本工事につきましては、第１期工事に引き続き、共同企業体施工とすべく、県外大手及び県

内大手との共同企業体の予備指名をそれぞれ行いましたが、指名辞退等が相次ぎ、予備指名が

不成立となりました。このため工期等の事情により、新たな予備指名は困難と判断し、共同企

業体施工によらず、市内の特定建設業の許可をもつ４社による指名競争入札としたところであ

ります。 

 去る２月２１日に、指名競争入札を実施し、落札価格及び落札業者が決定いたしました。契

約金額６億8,５８０万円、契約の相手方、土佐清水市天神町６番１９号、株式会社池工務店、

代表取締役池俊孝氏と２月２８日仮契約を締結いたしましたので、議会の議決に付すべき契約

及び財産の取得または処分に関する条例第２条並びに地方自治法第９６条第１項第５号の規定

により、工事請負契約を締結することについて、議会の議決を求めるものであります。 

 よろしくご審議をいただき、適切なる決定を賜りますよう、お願い申し上げまして、提案理

由の説明といたします。 

○議長（仲田 強君） 以上で、提案理由の説明は終わりました。 

 お諮りいたします。 

 ただ今、議題となっております議案第２８号については、清水小学校の第２期工事部分が来

年４月供用開始であり、早期の対応を図る必要があることから、過日、先議願いたい旨、執行

部から要請がありました。２月２１日開催の議会運営委員会で、この取り扱いについて協議を

いたしました結果、本日先議することといたしました。 

 これにご異議の方はございませんか。 

          （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（仲田 強君） ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第２８号は先議することに決しました。 

 議案第２８号を先議いたします。 

 ただ今から質疑に入ります。 

 この際、各位にお願いいたします。 
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 議案第２８号については、所管の総務文教常任委員会に付託し、審議を願うことになってお

りますので、この点、十分お含みの上、質疑されますよう、特にお願いを申し上げます。 

 質疑の方はございませんか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（仲田 強君） 質疑なしと認めます。 

 質疑を終わります。 

 ただ今から、議題となっております議案第２８号「工事請負契約の締結について」は、お手

元に配付いたしております議案付託表のとおり、総務文教常任委員会に付託いたします。 

 この後直ちに総務文教常任委員会を開催いたしますので、委員の皆さん、委員会審査につい

てよろしくお願いいたします。 

 この際、暫時休憩いたします。 

          午後 ２時０９分   休  憩 

          午後 ３時５８分   再  開 

○議長（仲田 強君） 休憩前に続いて会議を開きます。 

 本日の会議は、議事の都合により、あらかじめこれを延長いたします。 

 この際、暫時休憩いたします。 

          午後 ３時５９分   休  憩 

          午後 ４時３０分   再  開 

○議長（仲田 強君） 休憩前に続いて会議を開きます。 

 ただ今から、総務文教常任委員会の審査結果について報告を求めます。 

 総務文教常任委員会委員長、田中耕之郎君。 

          （総務文教常任委員会委員長 田中耕之郎君登壇） 

○総務文教常任委員会委員長（田中耕之郎君） それでは、審査の概要と結果について、ご報

告いたします。 

 総務文教常任委員会審査経過の概要と結果報告 

 本日、付託を受けました事件について、その審査の概要と結果について報告いたします。 

１、議案第２８号「工事請負契約の締結について」 

 執行部の説明によりますと、平成３０年完成を予定している清水小学校については、第１期

工事が予定どおり今年１月５日に完成。現在全児童２９１名が通学している。１月まで使用し

ていた旧校舎は２月より解体作業に入り現在はほぼ解体されている。第２期工事では体育館、

特別支援教室、発表会などで使用できる多目的教室を建設予定としている。 

 委員より、入札について経過説明を求めた。執行部によると、清水小学校体育館棟及び校舎
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棟の第２期改築工事請負契約の締結に当たり、本年１月５日完成した第１期工事に引き続き、

市内業者の受注機会の確保、技術力の拡充・強化等を図るため、共同企業体施工とすべく、県

外大手及び県内大手との予備指名をそれぞれ昨年１０月と本年１月に通知したが、指名辞退が

相次ぎ予備指名が不成立となった。このため、工期等の事情により新た予備指名は困難と判断

し、共同企業体施工によらず、市内の特定建設業の許可をもつ４社による指名競争入札とした

とのことであります。２月２８日、株式会社池工務店と、契約金額６億8,５８０万円で仮契約

を締結したので議決を求めるものであり、また２期工事には、約１３カ月を要することが見込

まれるため、早期の対応を図る必要があることから先議を願ったとのことであります。 

 委員より、今後入札の方法について大きな状況変化がある場合は、議会へ報告した上で、意

見を求めるよう要請し、了承しました。 

 以上のとおり、当委員会が付託を受けました事件について、採決の結果、賛成多数により原

案のとおり可決いたしました。 

 申し分けございません。先ほどの平成３０年度を、平成３０年完成を予定しているに訂正い

たします。よろしくお願いいたします。 

○議長（仲田 強君） 以上で、総務文教常任委員会の審査結果の報告は終わりました。 

 ただ今から、総務文教常任委員会委員長の報告に対する質疑に入ります。 

 総務文教常任委員会委員長は、委員長席にご着席をお願いいたします。 

 総務文教常任委員会委員長の報告に対する質疑に入ります。 

 質疑の方はございませんか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（仲田 強君） 質疑なしと認めます。 

 以上で、総務文教常任委員会委員長に対する質疑を終わります。 

 総務文教常任委員会委員長は、自席へお戻り願います。 

 ただ今から討論に入ります。 

 討論の方はございませんか。 

          （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（仲田 強君） 討論なしと認めます。 

 討論を終わります。 

 ただ今から採決に入ります。 

 議案第２８号「工事請負契約の締結について」を採決いたします。 

 議案第２８号に対する委員長の報告は、原案可決であります。 

 議案第２８号は委員長の報告のとおり、決することに賛成の方はご起立願います。 
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          （賛成者起立） 

○議長（仲田 強君） 起立多数でございます。 

 よって、議案第２８号は、原案のとおり可決されました。 

 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 次の本会議は、３月１３日午前１０時に再開いたします。 

 なお、質疑並びに一般質問の通告の期限は、３月８日午前１１時まででありますので、念の

ため申し添えておきます。 

 本日の会議はこれをもって散会いたします。 

          午後 ４時３７分  散  会 

 

 


